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北奥における時衆板碑とその周辺

－特に秋田県の事例を中心として－

磯村朝次郎

Iはじめに

一｛fl形成のイi塔喋，板碑には文献からははかりtn.h

ない'hin;山へのきわめて行迩な↑i'i11'が合ま,nている場

合がある。＝|上奥の秋ill,#,.i晶森3IV§におi十る､'11渋

遺物に|仏Iしては幸い詣先'予:の澗介によ0わ,hわ,hはそ

れそｵmm位にほぼそのあらましを把|膝できる学:,13､に

浴している。

すなわち.^-pにおける火Ill衆太郎，い1束真雄I）ら

の業紙がそれである。青森ではmm初ｲド,4-村良之進

戦後の成Ill彦栄2）らの椛々ならぬ唯紙かあった。これ

らをもとにlit年唆，集成さI［たのか,',鳥探り,1-〃郷t航に

よるm録『i'i暑繰県の板碑』3）である．）。水ﾘJの場合は

なおmmの余地を-*-後に残しているが,m真澄や戦

mmRを!心として調侭された深沢紗ilr"らの業績を

ふまえて昭FⅡ30^之代後､'2．奈良修介師)が・応の唯約を

nっている。

そして，以上の成果の概喫は昨年『板碑の総合研

'先』0に収録され,昭和初年のmmmmの『板碑概説』

以来、ここにはじめて何玉'約視野から峡y.てきるよう

になった迩義は火きし。

いま，それによると北奥板碑の）(I.--放は秋msis,'nf-

1,065,m罵嫌279,ltl.662jI典である。この激'r-fifiえ碑の

水源地と｜｜される崎3望の22,000ﾉkにitくると全く物の

数ではな↓,であろう。

本史はニのように僅少な北奥の|;)〔碑の+から．さら

に3()余になんなんとする|昨衆なL，Lは時衆系と判ぜら

ｵ'る版碑を摘出，検証する。りⅡえてこれにifl挺．｜川接

的に迦勤すると考えられる遺物，さらにはl1f衆過上'|膿

にみえる地名竿の比定をj山［，北奥,ftに秋IllﾘJ.上に

池遊L忘』：IIせられた浄|念仏I"l,II.↑衆のIft跡を浮彫L

てjz機､よ･フとするものである。

勧進．dBf,熊野、三味，乞食｣伽iなどとよばj'た

』{りたちばNil;II本の得地に(,寸仰をすすめ卜剃仰を仰いで

よぎ0,あるものは定fHL,またあるものは氾味のご

とくii'iえよった。

il.1衆は遊行,iWとii'll僻念ｲﾘ|)を媒介として械楽tilﾉ|記

を,塊いた鎌倉ⅡI:代輔三IIJIに位置づけられる仏敬の一派

であるが，現ハミ'1本蚊'｣､の教団になっている。

この時衆の地ﾉﾉ展州についてはつとに"I束典雌7)に

よるi汗での'ﾉﾐalH,金ﾉN,'f光8)の間東,+部口､Iﾉqの広

範な掘りおニLがあるが,mm.青森は翁くイ<州のま

ま残されている。二の愈味からも本文が，北奥，11:に

水ﾘI.におけるII.1衆化怖の''粍I'Iをilめ.'Mil二の’,k数'''9環

境のsr|ﾘlに少しでも従¥l.てぱ権いと考えるものである。

Ⅱ北奥における時衆板碑

，念{1'1札をゲ.える̂ ','.と遊↑『，そしてその卜!fびを炎塊

する蹄i;念伽が時衆の根榊をなしてL､るが,w言Ill

の'I'辺の地，〃mmi近に伝一遍の名号イiが刻まオI,

filiiUiの傍にrtf､F20イド'1365-銘の伝一jm上人爪.Iff,

り')が辿っているように,11､↑衆でも卒琳婆の造立を秤

正してはいなL､｡2）さて一般的にｲi塔婆に斑IJまれた航

'i･:や銘虻から造if.門または彼造立者の信仰，′,iﾐ旨捧を

I紬ｿ'|することは雌岬の場合が多い。しかし，例えば'1

迦‘,j〈にはひげ|遡|｜とよば;Hる独得の当体があ0,浄I-.

'(,;fにも仙宗とは拠ったf'iり･の,1f風がある。水虻では

似|､熟の2漉件を倣えるものをもって時衆ないLli.'f衆系

板碑とした。

①ﾉく'f-̂'j-以ﾄ゙橘りとI略!池)の『轄休が熊ﾘfﾉﾉ'Viiifの

そ,ilに地ずるもの，またはWV1-5のごとき階u体で彫

ら』I,仙造,'/.荷の法柄がりIﾘ}jをもって炎わさilている

二と。

②折りを欠くが,Kりを｛J"L,それがｲI伏的に帥愈

ｲJ､ﾉ､陵のものであること。

これらの婆|'|:をi'iえるMx碑は秋iiuo,v;-p5,ififfi

19で、その分ｲiiumのようである。二hをJz入ると秋
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磯村朝次郎

む，尚さ56cni,IM'tOcm,厚28cm,肺ｲi安Ill'f'ii'l然ｲiの

版碑がlﾉ,§あった。思うにMm2年碑を中央にinき，

左ｲiに剛..V.勢爺の板碑を州して弥陀三I竿を尖徴した

ものであったかも知ｵ'ないが,sah碑は未確認である。

（2）リ)鹿市脇本富永字飯森，無紀年碑(a)mii-2

この碑はもと宗泉キリ,延地のI荊東約250m,舌状の｢i二陵

を1つへだてた飯森航のIﾉq雌，涛兵衛屋'隙にあったも

のである。JM/h,虻家の除'股î としてIiEられており,航

跡のI.'.]辺には宗liljlll]の圧'陥琳，宝僅印塔が点在する。

i;';jさ43.5cm,雌火fciSOcm,厚さ16cm,W-fi'炎IHVI-o

dWnをtell5cm,長さ40cm,深さ約1cmの長ﾉﾉ形にくぼ

め，その'!に'f-11:34cmのf'iりを'','体で彫るが紀年銘は

ない。11}体は宗ﾙ&寺碑に酷似する。

（3）ｿ)鹿『ll'Jj鹿中町Ill稲荷神社観応2年碑(a)a

Ⅱ－3

ソji/iiiifm'i'はｿ)鹿f-烏部における板碑,Hi陥塔の

柴中地|ﾒ:である。航跡状地形にある観応2年碑は尚さ

180cm，雌人tet74cm.厚さ蚊人30cm,ISfl前は梯形をI‘』す

る。姉ｲîill'f'r,I'I然ｲiの1えｲIl.lfliをそのまま碑nilとす

る。¥-.ilに|l'C(S40cmの｛旧111な月輪の中に阿弥陀/.'II米の

極字hrihを彫るが，浬喋,,','､',hがiに接触し異形である。

下ﾉﾉにつぎの紀年銘を刻む。

Iﾔｨ無阿弥陀伽奉造立

願以此功徳杵及於一切イi塔婆一本

_靴口火I1M米志音円阿沸妙□□
我坤ケ衆'k杵此成仏mnnnn

観雁二年上月’一一u敬白

全休きわめて彫りが浅く，かつ細I字である。柄り･は

命長35cmを測る。なお．nmﾉ1に紀年はｲ<lﾘlであるが

-'一1+三IIかとr-l沈される，伽'ｹﾆVamに法華締ﾉﾉ仙

,v,のイル文を刻む板碑がlﾉ,弊ある。イル文の̂ It体は側応2

年碑に典jⅢするものがある。

（4）雄勝|↑昨M後mﾉﾛ馬内掘I"l,元徳2年碑(A)12II-4

この碑は11̂ 1132年8月、柿I崎隆興を中心とする心ﾉ叫

地lﾒ:のｲj志により御istm雌の矛跡調介の際に発見3）さ

れたもので塊ｲK御獄UJiﾉqI髄1Fに保管されている。

リJ存tlﾙさ23cm,岐人te'i32cm.厚さ4.5cm,板状の玄八

'f'l・諮り･のうち｢|ｻｲ｣と「|ﾘI｣を欠き｢無｣の下､'2，陀の上

14を砿す｡｢"J弥」は完余。V;/,-につぎの紀ｲr銘を彫る。

イi,ば趣□

画ケHD
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▲幾号樋碑●蒜光寺式三卿

△阿号板碑盟主なり.』宗･庁院(曙促u伽

図I北奥の各号・阿号板碑，

善光寺式三噸・吋宗寺の分布

I1lは八郎潟周辺，岩手は県IS;,I↓北，青森のII本海岸

にやや伽してL,ることがわかる。以下，3ﾘ1.の時衆板

碑の符個についてその概要をnd'l虻する。なお,'Vfr!f体

混じりの名号をA),階M体をB)とし，非IIf衆的橘号碑

も比岐のためあげる。

1．秋田県の名号板碑

Ill'"鹿市脇本浦Ill宗泉寺i'm2年碑(A)wn-i

この碑は昭和30年現在まで宗ﾙ&寺I1jﾉﾉの蝋地に｢ir-1」

T-の上!%を現わし，それ以「を雌没させていたもので

あるが伽0Alt'られ,mil)災作博上によって1i,1『衆板碑

と鑑せられたものである｡現在は境内地に移されてある。

尚さ103cm,最大幅47.8cm,妓人厚28.3cm。抑ｲi安Ill

v:-の碑III!を平滑に加工し，ⅢU彫りをもって太めの名け．

を賞'1む。金字長77.5cm,銘文は下「氾のとお0である。

I'lfll二年二月

lｻｲ雌阿弥陀f

I'll施主敬白

なお，二の碑とttんで/fにN－の刻法で靴'す'saを刻

ワ
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北奥における時衆板碑とその周辺
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1.男鹿市宗衆寺貞和碑
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5．砦美町康永碑

3．ソ)鹿市Illflll観叱碑

図Ⅱ秋IllIV.-のf'1サ恢碑拓彫
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磯村棚次郎

旬
。

衝織謹
1

篭

；

洲下その他i¥森'尚下県、青森U,Iの橘り･板碑ｲｲifJ1図Ⅲ
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北奥におけるli､↑衆恢仰とその周辺
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磯村朝次郎

圃無阿弥陀唖l
‘憐慰乃至□

元徳二年

（5）若美町道村永源寺康永4年碑(B)U¥¥¥-5

この板碑は古くから知られ菅江真澄'）も!恥､ている

が，天lﾘ̂ 8年8月，地元の俳人大澗l手ｲ1'1がそのwmに

芭雌のｲﾘを刻んでいるのをみると，古くからIll緒のあ

るイi仰と!認められていたのであろう。

尚さ150cm,最大幅50cm,厚さ28cm,板状の姉ｲi'&lll

料|『|然石の平担而を用L､銘文を下記のftp<彫る。

判康j<二二年孝f

靴’何無阿弥陀|弗
孔六月十 日敬白

2．岩手の時衆板碑

淵下りi↓における時衆板碑を111束真雄の紺告5)と稲者

の調mu見をあわせて記載する。

（1）粁手郡安代町mill地蔵寺延文2イド仰A)

図Ⅲ-1

この碑はmillの殿坂からﾉ征ﾉ亡年10ﾉ!.地1敗､'｣曹に移

されたもので，i[戸時代には鹿角2ﾉｲiの奇物といわ

れていた。尚さ137cm,最大i|iS42.5cm,厚さ27cm,安m

v;-=mmは不幣5角形を呈する。外側縦93cm,R25cm

をもって2埴の長方形の枠を刻んでいるが,r¥H｣字の

上の線は碑iftiいつぱいに引かれているので上mは鳥K

状になる。紀年銘をその中に彫るが｢1判雌｣の左､|'部は

%藩している。

延文二年五月if-四H

1祁匹阿弥陀僻

見阿弥陀沸覚‘撮位

’2）東磐ﾉ|郡川崎村薄衣/ill来地I'iflU年抑(A)

水仰は筆者末見である。尚さ11cm,telcm,紀年銘

はつぎのとおりである6>・

頓阿弥陀伽十三年

｜竹無阿弥陀伽

貞治四年九月二'二I

3．青森県の時衆板碑

青森県の事例は県立郷上館の『青森UI.の仮碑』7)にも

とづいて記載する。所在地名の上の数字は図録のjt<u

号を示す。

Ill1－3北津軽伽市浦村相lﾉj並華ItWHイミ'ﾘ)碑

(B)図Ⅲ-2

尚さ68.Ocm.幅45.Ocm,厚21.0cm,安illVhlEl然石。

三行に郭し，中央郭に天綴を飾り名号を彫る。

逆修口者nnn

哨無阿弥陀|弗

及至法界衆ﾉ|呈口善□□

12)1-4北津幅Himj浦村ｲ'il1ﾉ1蓮華I奄延文2年(I卑

'B)図Ⅲ-5

高さ54.0cm,幅54.0cm,厚さ24.5cm,'iclllV;-のii然

ｲJo"郭線，中央の天蕎，名号ともに|司一である。した

がって(1)は延文2年の雌碑であろう。

右志者為牌□□

南無阿弥陀沸

延文二年口酉【脆夏

13)11-1西津軽郡深浦町|異l岨杉康応元年碑

(Bi図Ⅲ-3

，点iさ74.0cm,幅42.0cm,厚17.0cm,安iW'ti-.ii然イi

三行郭だが'I'央を二'Rに1111み,'p央の祁上に笹，郭|ﾉ1

並台上に名リーを彫る。

イT志者故光阿口nnr

l哲雌阿弥陀|弗

康応元□DD口敬''1

(4)11-7西津慨郡深浦町IMl杉貞沿6年碑

B図Ⅲ-6

1淵さ103.5cm,te572.Ocm,厚さ34.0cm・炎lilff,I'i然

/l.三行の独立した長方形郭。'!央郭は縦2,m%条

とL郭|ﾉ1に天蓋，名け．，蓮台を納める。

イi志苫妙AII一百ケB之間l為山

南雌阿弥陀沸

貞端六年八月INI施上敬ii

(5)11-231ﾉ叩測碓祁深浦鵬1屯杉和iﾐｲくlﾘi(A)lH

Ill-4

i'.'.']53.Ocm,幅52.0cm,厚22.0cm,'SmiVf,n然ｲio

三行の郭を|||形につくる。

イnnn口為口m

l櫛雌阿弥陀|州

nnnnnmn

(6)ll-27i'q津梶郁深mm岨杉艇|緋ﾉEf1§碑(A

区iin-7

i'.'.'jさ58cm,肢大幅52crn,)'/17.5cm.三ft状の'典Ills

l'|然ｲI。三行の郭線を|||形{こつ<i)l|r央の幅広い郭

Iﾉ1に11-23に酷似する橘り'を彫る。
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｣上奥における時衆板{ﾊ!とそのﾙｮ辺

イi琳喋nnnn

I櫛無阿弥陀沸

康勝元年十月十日

拳j'･等敬''1

(7)11-391ﾉ叫津'I'fin;深浦¥m¥杉胴件2f|-'-{A)H

Ⅲ－8

i'.'.'j44cm,幅37cm,厚15cm,v̂ill'f'r,I'I然イi・頂部三

角形につ<o.三行郭の'I'央に名叶,f'H!を仏と彫る。

イi塔婆nnnnnn

l祁叫Iﾘ弥陀仏

nnn也脹暦二上iiffiai

深油air岨杉の恢碑群42雌は『'『繰りa.有形文化財に指定

されて［､る。その巾から7jI§の名り碑を検||Iした。Iﾉq

浜型とよぽれる郭線を伴う＃X碑は水ﾘ!.のIll本州if:浜村

粁r下防!|'の板碑に及んでいるのはハ麺:されてよい。

)'沢の津幡地方板碑の形式分離に従えばE類什宗複

合体．Iﾉ9浜型に脳する。

18112-9iﾉ9怪郁深浦金ケ沢推ﾙilrv;紀ｲドｲく|ﾘl碑

(A)MIV-l

尚さ63cm,feSgem.厚さ16.0cm,v̂lll'/!-,I'I然ｲio

三行郭'I』央頂部をIll形とする。

逆修□□

｜柳IKP')弥陀|弗

口林現､'in

(9112-121ﾉ吋仲緋mmi上金沢集Hilrv;雌紀ｲド碑'Ai

W1V-2

尚さ52cm,teS36cm,厚さ19cm,'glllfi-,I'I然｛io－

hの郭内にやや細'めの折りを彫')Iiを仏とするのは

11-23と1-1様である。

110112-181ﾉmmm深浦｣上金ケ沢薬ililrv紀年ｲくlﾘl

碑(A)WIV-3

r'.Jjさ69cm.tei47cm,)'メさ24cm,'4-|l|V;-,fl然｛i･血

統Ill形の邦であるが中央の願,邪を一二fflにつく0全体を

l形光11¥状とする。

イi尚過去nnni･＝|l

ルィ雌|;11弥陀"-

nnnnnnnnnn

111153-1'l'ilti剛洲"r*mj如来伽Iiimn'A'/ki¥

mmniv-4

I''lさ93.0cm、tei76.Ocm、W15.0,'̂lU'i¥¥I'I然ｲi･

剛|Ⅱ満!('¥雌

靴＃j無阿弥陀|ﾘlI
ノ《勢至!畔雌

1〈和弐年六11

112)67-2I初帥m人峨BIT三ツ11内iBt;6!2碑B

MIV-5

[11]さ144.0cm,幅33.0cm,Hさ27.Ocm,イi卿力Wのn.

状''1然ｲiの二|面に彫る。

剥’何雌阿弥陀|ﾘil

ia三応六年ﾛﾋﾉinn単子等敬I'I
113)67-4南津I侭|Ⅲ人1W町三ツロ内雌紀《I--W-(B)

WIV-6

h'jさ136.0cm,te'iie.Ocm,1'メさ33.Ocm,-fi蝿》fii'l然

flc

、9，｜制,､､､,』’一佃阿

妙M弥陀w
w弥陀,弗

(12).(131は浄土宗系か。特に13は正応年代の時衆の波

及は碇Illiであろう。なお，北金ケ沢12-10は'ケ頁はイミ

岬Iﾘlだが，拓本によればlﾘlらかにA型のfﾉ1り碑と象ら

れる。

3．阿号を有する板碑

liI1りを有する北奥の板碑は管見では15鵠認められる。

mm位に集約し炎l～3に,Jくす。

（1）紘|Ⅱ県の阿瑚碑

所〈1§地’柿'i:’紀年｜阿り・ll伽吟

､…,f***.an弥“1II川1111浜井川巣地1，ril1・

溌篭蝋阿tJ、2"11【.i1，

綴11^3ji川町浜ルー川神明社am

I'ifll3年成阿1fl血町醍醐善隔琳hrih
2月

5判後町I胤職滞内脚獄神社光川典高棚論迩M他14a

No.5は,断さ118cm,i|i,V,59cm,Ifさ33cm,安Ill'/r,長方

形の板状'1然｛iで碑HilをW付に調幣している。Ilrtfll32

年2nmmﾘI.有形文化Mｲ桁定。

二の仰の造立趣怠は光'ﾘ膜言講結衆目余人，衿々立

押為惑慈父，悲IlﾒII父mm,m妹兄弟．仏二Ill;成就放

将又結界合'f(噛故仏となる銘文に明らかである。

すなわち光明真言！満に舟t:衆した百余ﾉ＼はもちろん11

父雌，父i-LHi妹兄蛸に予るまでの生iliならびにﾀ後

の'典冊を祈って造立するというものである‘)。紬衆百

余人の'I'につぎの15門のmりが,温められる。

JLiM,教阿、濠ﾘf,党ﾘ"J.K阿．拙阿,m.M,性阿

mm.mm.光阿、恭w,mm.浄阿，性m

－ 7 －



磯村朝次郎

密教的光Iﾘl真言結衆百余人の中に念仏浄土f,T仰一時

衆と思われる者が加わっており，中|世におけるIfliiv-信

仰の複合の'ﾉﾐ態を示~す一例であろう。

（2）岩手の阿り碑

身分，イE所，職業等を!把入し，当itの時衆教団の助ImI

i'r地の定住民とIIｷ衆との接触，教化の度介いを測り知

る上で貴噴な街料'）となっている。この時衆過去帳に

北奥|対係者はどの縄度Id載されているか。現地格など

と対比し検証する。

1．岩手関係の法名と地名等

111T関係は両1束真雄によって検出2）されているので，

それを塊地名と対比して一覧にしたのが次夫である。

欠捌''和ﾉ亡年
9月8H

IE和三年
h,-ihI月5H
hrih．1，(端三年
sa．sa1，10月221Iｿ職叢w

(3)青森のm号碑

&'1阿弥陀仏

述'1$'1弥陀仏

放阿弥陀仏

i'沌測7月25日

mm$月

叱涯I3月

暦応三農9月

抑'二年“5Ⅱ

応‘炎上<”月251］

大鰐町三･ソIl

弘i柿和億町jW氏'だ

弘前IIj三世』1号

深浦町間岨杉

深浦町北金ケ沢集
師‘戦川tI郷1毛航）

〃

伽||阿

音'11弥陀仏

音111弥陀仏

惑父安陪.,邸u1
世Ij門阿

光阿

光ドM1

悉阿弥

１

４
９
４
［
』
５

７
７
６
１
９
２
２

６
４
ワ
一
１
６
１
１

ｌ
ワ
】
３
４
一
。
６
－

閏
哩

地名等

抑衣

^林（石鳥谷）

膝沢藤勢寺

(10代元愚示寂地）

稗11(郡（光林､)号か）

寺林客軒

（光林寺頭塔）

水沢

'lを林

北上mﾘI木

Will阿波守

榊J二（,笥森‘

化を市|||鳥

遠ﾘf

紳女

iiイi

¥M部三戸

Ii州;fi苛濃､'f

花を烏

光林年衆

抑衣w述矛

二寮衆

'r林衆

'ｨif-寮

1"]容寮

'11腎林寮

年代世代法名

応水19珠阿

〃其阿

永享年代大空其阿・弥阿・覚阿

、 ､ a m

bhah

am

a.i･i

hrih

I1rih 典阿

解阿

〃

名号碑同様,e手は少なく，青際は西海岸深illiを中

心として|ﾉ1陸に砦干現われる。

以上，3ﾘ,(の11.̂ 衆名り．，liIりり碑を|峠してきたが，

小結すると(1)草休名号を火きく刻したものには価字を

有するものがない二と。(2)橘号を欠き，阿サを向う-る

ものには['I等かの種字が伴っていること。(3)価娠!'を有

し，草休名りを斑|｣む一例があるが，この場合伽'/-を強

調し，名ﾅﾅがひかえ｢|に彫られていること。

このような炎塊上の差逸は､11代における造立苫の宗

数的意識状況をim美に反ii'i;するものと推解してよいか

どうか。(4)秋川，青森に比べ淵下にIL'『衆碑の少ないの

は一通科'真にﾙﾙ依したmm辿次が弘安4イド1281Jイi鳥

芥に光林､'pをm創したのをはじめとし,13111;紀米から

15世紀初めにかけて時衆寺|塊が|淵かれていた8)ことと

|肖係ありはしないか。これに対し,a:戸期以liilのn'i-衆

寺院は秋|Ⅱ1，青森はiX戸川以前は0であることと対

比して考えらｵ'るべきではなかろうか。

臨阿m-厳阿･陵阿

陵阿

飛阿

典阿

宣阿

尉Iﾘ･弥if.並阿･洩"J

覚阿

珠阿

覚>l

pm.5-pBj

覚m

文ﾘ1年代太空弥|卯I

ﾉk砕代知蓮R阿・辿阿

m"¥

声"I・ノノ.15.1

洪阿・陵阿

天文年代真寂巡りIリ

’願Iリ

Imj-1

Ⅲ時衆過去帳の中の北奥時衆

II､¥衆過去帳とは古くは｢fi-;7'｢の過去帳｣とよば,h膝沢

清浄光弓'rの|縦代遊行上人の真嘘によって,'|:き1):がれて

きたもので僧衆水と尼衆水の2冊からなり,Ilfll29年

3月，国砿要文化財（古文,'）に指ﾉEされている。

初華は弘安8i-'-1285,遊行2代真数によってi!き

初めらｵ1たとみられてL,る。，氾,'1"冊:数は僧衆7,006,)t

衆4.935,！汁11,941の多数にのぼる。法名の典に寂ｲ｢ﾉ1

2．秋田・青森関係の法名と地名等の比定

ま-f初Hiとゑられるのは応'炎6ｲ!1373)6ii5II,

比|ﾉ11'1Wの礼仙"｝であろう。ついでj<fll3イド'137713

ii25II..1I:.の東一｝〃がゑえる。比|ﾉ1巾野は|川越なく

－8－



北奥における時衆板碑とそのA11辺

現比|ﾉ1町!|'野であろうし，膿|蔦なる地名は什地にある

が，ニニでは鹿角｢fi花輪の蝶上節にゆか0があろう。

この二/､はL,ずれも尼衆であり，遊行10代元愚の廻国

時に当る。元愚の初賦算は血治6年136717月7日，

以来遊↑『15年．入寂は嘉慶元年(13871644-'。かれはそ

の'川．Ill形の光Iﾘl寺の§Ii嘘に参BLている二とはYで

のべる。

傾衆では服l緋3年13819月すぎころ，遊fill代''1

''憎のHmiにより過去=鵬入りした比lﾉ､Iの伽nI弥陀['州であ

ろう。｜判北mi0l後､'2，いずれもME角，比|ﾉ1地域である

のがi1lllさ；hよう。過去帳の裏Jf地橘はその陵，応ｨ<

25ｲ|域まで途絶えるか，これは遊ij上人のⅢhiが北奥

に及ばなかったことを必一Iごしも慰味するとは限らない。

遊ffl5代揮恵の応水25年頃に領0爆発的に法名は,氾戦

される。惇恵の初m卿よ応永24年(1417)4月28日であ

る。二のころになると宗Ill]幕府に推近したHf衆(よ幕府

公I沼の過!I；を桃付する二とによりなんらの心|兇もなし

に！洲IiIを遊汀できるようになっていた3．ト:i-忠の遊行は

13年,aiﾐ散は僻衆3,266人．ノビ衆2,522ﾉ、と遊h'iii;

代hiiiiijに逃している。こ』'は過il携汀の効眼もさる

ことながら応永24年,rt浄光-､Sf炎上L,その復興のため

の‘出納勧弊に附随して過去帳へ多くのりIIﾉ､苫を得た'）

ものと与えられている。僧衆と尼衆は別帖となってL，

るがisi片ほぼ対応する形でI記救されている。欲Il1，青

森関係と思われるものを記救順に示u収1枇地r,等に

ついて比定を試ゑる5。

ｲド代ill二代’法f, ｣世橘嘩

応永251尊恵|覚11．'剛ⅡI ﾉ､11ﾘ蛾

化一〃 km

SM．(HM 沢|ﾉ､1

姥] i,J史殿

'11'リ i'i11m

米阿・宣ﾘ: 1llll

弥リ 1，¥tm

州－1ﾉノ 照’

li.nM 'fill

眼阿･弥‘11．蹄m.唯F'1+ノ

ｲiM-j血I11mm-mm*ノ

|唯''1.『.f一脚 ''1ノ

抑ドmI 比|ﾉ.].bﾘf

典Imj itIﾉ1浅利

応水25岬恵

mi年 l､:雫

IfM.与M･師阿･覚阿

人一"；・仇一房

覚阿

弥阿

師阿･臨阿･珠阿･厳阿

|唆阿・「一"｝・背一房

g一畷･作一I乃

也m

'IrlilII・'11〔|;Iリ

*H

界w

hllh'i

Tripリ

ノ叩Iリ

'h;H

米川

米阿・蛇liI1

j叩1リ

米阿

fll|M..iilM.解"1

I'll阿・解阿

帥‘"i

(11111.珠11.浄阿･疋阿

米11．珠ljmI･厳阿･‘同阿

1〔・〃･ﾐー ﾉー〃･妙一房

抄・"｝All一"j･極一・房

lili-iﾉﾉ･妙一"p

為・")･一)〃･ili一j〃

磯．｝ﾉﾉ･棚一ﾉﾉﾉ･(i§一"ノ

弥Pi

WWi

i'i-一レノ

覚piリ東・Iﾉﾉmm

浅利

浅利

浅利但州

比内花岡

花岡

花岡

花|瑚

川ツラ

fhiiii

葛原

ニッサト

ノ|ユノモ'ノ

ヒワタシ

If11

ヅ、リコ

松I巷

t内

ナラ

ノ〈ヤ

Illタテ

'2古

ヒタ

ミナト

〃

〃

〃

〃

〃

〃

長岡

ﾉ.Ill

七シモ

アヒタ渡

①ﾉ《il殿腿rmil八幡|とﾉJⅡであろう。「〃iirmiiM』」

に人iRM,入りl」総"ii知，知fmi、水fﾉi'炎保，航

#,M郁え被j世候上使蝋丹治氏とある。雌火3．4

イド1336～37にわたlymm^我m光，比内浅n六郎

:,'iii'i血合‘砿の攻'1幣を受けたことがある。

②沢|ﾉ､l雌l心ﾉ心̂ (1239)6J],I簡公業淡状案に．あい

たのこぼｲ)のうち「ざはのうち」とて･てくる。ある

いはv;r-の沢|ﾉ1か。
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磯村'I'll次lil!

③小坂殿鹿角|Ⅲ'1､坂町'1,坂鉱HHdl櫛部の'1,坂航の館

主。秋元氏一族の小坂筑後か。小坂mrにはこのほか

八幡，白長根，大地、細||，濁川，台作，枇，館､F

の8航跡がある。小坂ほか5館はいわゆる鹿角42節

の仲l.".lである。

④抑1口殿IllllとI"i音拠字か。↑‘卜手iti;vi下町Illllか．

大館市川l'か。ノ<館Illllは米代)llに桃ぐiiim川のi側I

’’の交叉部に位置し,iimiiiiiiともし、う。「浅利Ill;

頼侍分限帳写」に浅服11家小姓|ﾉi藤兵助を川11Milﾐと

記す。inj岸段丘上に東Iﾉﾘ1(10×1判北200m1郭と窄溌

を残す館跡がある。あるいは八［「川11法並､¥鷺の時

衆であるかも知れない。

⑤黙imt和3年'1377;の尼衆火一腸も蝶'二であっ

た。黒土は鹿角｢11花輪，上'｣､阿仁村ﾉ〈林（旧地名脇

士)，能代市？|櫛秋Ill郡五城11mi,'hdiiuiiにあるが，

花輪黒土であろう。「鹿｢fJill*,氾」に鵬上村，照|Z

丹後飢知，本名杖ﾉ広，鮒｛iとある。

⑥寺ffl#fflなる地橘はきわめて多く比定し雌い°‘弛

救の流れから.'ii手祁Iﾉ叩根Illiの､iiⅡとも考えられる。

県内の､mをあげれば阿辺三|ﾉi,A:IIImi駒場，′I､Ill

1戊，千畑中野，金沢前郷‘柚下下八」･等々である。

⑦中ノ過去帳応〃<25年，北奥|路l係肖の法名鮮に中′

比|ﾉRh野と二.illiりの炎I氾の仕方をしている。H'lj茜を

俊別してI記戦しているのであろうか。比|ﾉ､I'I'ifは16

安6年(1373)礼仙房の〈'2所としてでいる。他に「rlI

Mf」と炎‘記した個処は7代託("i,9代I'J/K,10代元

愚条にnil阿,̂ hlif,14代太窄条に覚"I,化一〃が'h

野父，中野は,17代肺幽条にIli".阿がある。この場合

の巾野は越前'MRで，そこに浄R､'lかあ'3脈代¥l.&

はni:阿を名のっていたらい、とゑらｵ1るのである6)。

法猪竿の対比からどうも'hノー比内Mllif,iflMi

前のように推察できそうである。

⑧比|ﾉ1浅利，浅利，浅利佃川の三血')の炎,氾がある。

浅利について地名ではなかろうか，浅利但州か(il|R

関係者か街か不|ﾘ)という兇ﾉ〕もあるが,7）この三門･は

すべて北秋miti;比内の浅ｲﾘ氏のことであろう。

浅利氏はW1斐浅利郷を本仙とする浅利太El磯速，あ

るいはその嫡「･で，奥州合戦後，比|ﾉ1－州:のiii:地頭

職を与えられたものの後衛であろう。｜制北側mtm

期に与し顕家采lTのもとlR'雁の北'I'llﾉﾉW我氏と戦っ

ているが，’抑'11方のhiiif勢が比Iﾉ1に及ぶや，延ﾉじの

初年(1336)，1脚我と結び鹿角のl何朝方人里の成Ill小

次郎噸II,を攻喉している。応′k(1394～1428期の浅

利氏の本拠はどこであろうか。伝えられる|ﾘ)利又か。

⑨比内化岡大館市北Il9の花岡であろう。現花岡は人

森，花岡¥M阿川の介流'､'､(西方にある。字アセイ'Iに化

tffij館があった。主郭部は大館工業高校の雌設で旧観

をとどめてL､ないが，「長崎家''1記｣に永正17年15

2()）7月、浅利九兵衛定頼、花岡城代となる。知行

770/iとある。

⑩川ツラ秋IllﾘJ北部に見当らぬ地名である。雄勝郁

稲川町の川迎であろう。l禰北朝期の郷村，小野寺氏

一族が111,1L城に拠り，川述氏を橘のる。

⑪#‘+瀬北秋Ill郡Ⅱ1代町岩瀬か。「浅利頼､F鉱内村数

覚i』；」に瑞噸村畠家ニツとあるのが初見。趣|||に館

跡がある。

⑫崎原大雌ill蔦原であろう。米代Illの中流，十二所

の｣上東に喋落があり，字古伽に比内独鈷城に匹敵す

る蔦原航がある。4郭1HiﾒLからなるが文献上は全

くイくiﾘjの航である。

⑬ニッサトキ‘|手県'11沢郁新里村であろうとの見方8）

もあるが，米代川に縦ぐ，小阿ｲﾆ川の中流，北秋Il1

郡合川iilj-三i!であろう。犬|R19年1591;秀吉の朱印

状'学に「にっ1,こんIll付」と記される。

⑭ルノモリ｜||ツラと|司傑，秋|||県北部にない地名で

ある。ｿ川Kill脇本の飯森であろう。過去帳に｢飯森」

はもうlか所でてくる。この飯森はり)鹿の飯森かど

うかわからない。

II署ノモリはiRR;元年(128816月，沙弥公述譲渡状

に「)|:のもり」とでてくる。隣接の浦|{|宗泉寺に名

りn2仰があることは既述した。柴落中央の独立丘|礎

は'炭火一族の':i跡と仏える。

⑮上!フタシ樋渡で姓氏であろうか。伽渡姓とすれば

雌勝HR.稲川Ill]等iMmに多く分布する姓氏で､ある。

⑯野!’小坂町Ⅲfll.中仙I''｣清水野|J.ffW/l刈|ﾉ1

iif-llなど勝･えられる。小収のIlli11に端.祁状の館跡が

ある。'hdii町ﾘfaは犬1R18年,)『沢倣検地I脹写に｢の

くち付」とでてL､る。野11はあるいは東付Ill市の野

’1かも知j'ない。

⑰ツ、リコ叶郡mmmi約「であろうとの児ﾉJ9)

もあるが，北秋111Hi椎雌町綴r･であろう。綴「伽は

桟ｲ11件分Pi↓帳に浅利の家iRimn四側jｲ寸衛I"iの1iii'iと
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北奥における時衆板碑とその間辺

ある。綴「･；'I'l-lll緒詳によ』u､F年|川1346～68

高橋刑部州拓，，k正15年1518i浅利川加築館という。

現綴fの喋然は永禄2年(1559)刑部岱からの移動と

いう。

⑱怯尾Vrî Wの松尾かも剛hない｡'0)秋Illの松1世と

すればl|".;iftlii｣膳'富である‘う。膳富の古地名は憐lfで

ある。犬旺19年1591安東‘だ季の知行II録に「ミつ

きlⅡ村，まとう村」とあり．慶長2年'1597の浅利

頼平帥|ﾉ1村数覚に松尾村とある。享保'''1邑ie(173Q

は磨常.村，，',米松尾付と公，四l-i'Pと紀寸。

⑲埴内大館lii'Klﾉ1であろう。＃j北朝期の浅利氏航と

して屯内郷、行､F郷としてでてくる二とは後述する。

⑳ナラ奈良であろう。武蔵L党の分れ,l-i)ゆる雌

角4氏のうちの奈良である‘うか。

⑳大ヤ秋|ⅡﾘI.北部とすjitiltIﾉ町ﾉ<谷か。米代Illに

注ぐ犀川のk流の集落。近くに大葛金Illがある。応

永頃に附発がさかのぼるか。人ヤはあるいは枇了市

人屋であるかも知れない。大)ぅimm村鬼肘に大雄航

跡がある。柚r城主小野､i曹泰illの三ﾘ¥M〃による寛

正6年1465;頃の築城という。Il計保の昨M-hi絵図

にノミ屋588(fとある大村。人ヤは後者をゑたい。

⑳illタテ入館市Il｣館か。Ill麓に航跡があ0,lil航ｲi

衛門のA[館と伝える。人鮒と仙鮎を結ぶ幹線沿いに

位闇する。

⑳土古比内Ill｣独姑であろう。浅利氏の本拠地である

#>,It.icKIR1394～1428ではどうか。仙郷戒はj<!

15年1520iの柵築とされ,iMijn.i順のI,','-館。東|ノ43011

m,I剛上450m,4郭2川ﾒLの規模であった。

⑳上タ什地にある地名だがﾘI.北部に見当らない。1

鹿祁十文'i･miin'miであろうか。持瀬Illで雌IIﾘﾅと境す

る。航Ill節があり，′｣､ﾘf､i施道の虻城であった。

⑳ミナト僧衆|帳にはミナトは8件，トサ2{'|:!拙され

明らかにRi荷を使L､分けしていると考えらjlる。ト

サは十三で湖ii一三渡であることに災揃はないであ

ろう。’''1迦はミナトであろう。ミナトはトサのI緋こ

あるM'lR四港の一つ'炎東浦ともよばれた深浦とも考

えられる。称に既述の名り板碑や,)<享年代1120-

11アイタ渋，秋|Ⅱ渡というm斑もあるので．ミナ

トをni:ちに秋Ill淡と短絡できなL,nilもある。Lかし

宗町期にはI戊,h:していた｢I凹船式|110;がII龍する三

津七漆のし渡，二低1.'fefj',tfmMi,'rl柵、',-llli．秋

llI，｜･三湊のランク1,iけから推断し，ミナトを秋Ill

渋と比定Lておきたい。

⑳長岡比内町扇Illに水禄年間1558～70),浅利勝頓

が蛙岡城を築城している。秋Il1市下新城長岡か。文

献元イド(1592),秋Ill'家分限||脹写に湊弥ARifil'i代'|坐{'所

の‘〕ち長岡村499(i･金肥女潟をめぐる丘|唆に長|川館

がある。I哲方の妾M黙I'I'社や周辺集落に'hi"ざｲi造遺物

が散ｲIiする。

⑳人川三代災録の元唆2年(878)の乱に初川する賊

」山’一二村の一つ,n場iinii荊岸地域，血城IiIlliﾉdl

を,Jくすかどうか。八郎潟東岸はり,(内随一の板碑惜柴

地域て阿号碑も検llIされている。ノ|:Ill町今戸に熊野

のii･；I:もある。

⑳セシモ姓氏であろう。文禄元年(1592)，秋Illﾂﾐ季

分限''1§に家臣瀬「'炎芸200{i,同再三郎130ｲj余とゑ

える。瀬下姓は昭fJ職川岡ﾉﾄﾉiに多L,。

つぎに青森関係とs､わｵ'る阿号．地fiを摘川する。

応,i;25尊恵覚阿．'RP'i・肱一房カッホウ

弥lIlリ・'1卿''1．音一ﾉガトサ

東一ﾉﾙRl卿殿方）・但I"IFhiSi

迎阿・(11阿洞|ﾉ1

米ﾛI新御所

①カッホウ介浦ともilき津幌の外浜一州:を指称irる。

mmtzmm辺は安火，北畠氏の配|､，州馬，ルィ部

氏の所航になったところで浄土宗金光上人にまつわ

る仏順もある。

②トサ’三であることはL､うまでもなかろう。

③ドhi殿ノノ下国は|く郡ともいい，もと津幡の別称。

秋Illを上|耳とL，うのに対す。下M殿はh三'炭火氏を

脂す。

④lIIﾉil-flim市洞|ﾉ1であろう。「奥々 風|記」に城

跡iあｲ)，天Ilﾐ年'im,-:i牒将暁がKりし城なりなん。

⑤新御所’補津I降郁沢|州であろう。，荊北棚期にmm北

i僻Iルノの子顕家，そのj"砿成が在城。東北における

in'iiil勢ﾉJの拠点であった。狼Il､Mi:所(宗家),狐佑系

もおくれて入り,mm御所とよばｵ'た。

⑥ミアニアは三部，サンノベ，三I'であろうか。三

I'illo

以R,15代淳恵12人によって！弛仙された北奥|秘l係法

門のうち|えとして秋Ill,f森|兇l係の地'R,等にR'iL衆強

{､I会の|憶測をのべた。仙衆，ノビ衆別に二れを－1麓にす
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磯村'!ﾘj次郎

ると次のようになる。

地名･姓｜僧衆｜尼衆|此壷･"';｜僧衆｜尼衆

ﾉく岨殿’21111砿｜ﾉ112
'｣､坂殿1 ナラ1

黒 土殿12大ヤ1

中ノ’1(）’211111タテ’3

浅利52 *'2

化岡’51311上タ1

ilツラ1 ｜ミナト’91114

↑‘｜瀬1 長岡’1

蔦 原1 ﾉ〈川1

ニッサト1 セ･ンモ1,1

ルノモリ1 カッホ2I1

ヒ ワ タシ1 トサ21

ソ、リコ1 F|_正|殿ノノ12

怯 mi 洞内’1

Ⅳ北奥の善光寺式三尊像について

善光寺三尊像は信濃善光寺の本尊の形式を模像した

もので普通「一光三簿」ともいわれる。中尊の阿弥陀

iiil米立像はイif施伽畏印，左手を爪げ小指，無猪折を

liilげた与願印。11肋侍の観音，勢至牌|厳は宝冠をかむり

m-%胸もと上下に合わせて立つ飛鳥風の様式の立像

である’)。善光､Rに対する信仰は本尊:水帥仏か′|ﾐ身の

阿弥陀如来であるという説から浄RW､仙の普及ととも

に平安末，鎌倉iiR代にかけて,笹速に広まった。そLて

鎌倉初Ⅲj幕府の庇I灘のもとに善光寺Mill熊が呼雌さ』'た

のがきっかけになって善光寺如来が流行したのだろう

とされる2．

遊↑r上人2代真数が「阿弥陀仏にuすると巾す人，

脱肖をも安i肘せよ，努篭をももてなせ，ニニろこころ

の二となｵ'ば三l'ツー体，三位一体のいはｵ'にぞあるら

ん」（他阿上人法11＃を4というのはL,かなる形の仏

像を指すのかlﾘj砿でなL,が三尊一体なる炎現から善光

h式の三尊を恵味するものと解される3．時衆と善光

､Irは一皿以来，緊密であり，真数は紳光.'iを布教の拠

点としたほどであった。

U､上のような経紳からしても善光､^式三尊像の存ｲfi

は阿弥陀、浄R(,i仰の将及に伴う鮮光荊言仰の浸透と

確,謝されるとInill,↑に．浄土宗，時衆，蝶ij寺聖などの

‘氾念すべき弘辿，化碓の標I紬として把えることができ

るて､あろう。

Ⅱl辺三郎肋は善光寺三尊の世('4156',たなか．Lげ

ひさは255例5)をあげるが,その分布は東II本に磯|¥:で

ある。北奥3ﾘ,';は淵手2,青森0,秋IH5である。

1．岩手の遣例

淵手ﾘâ の適例としてn:刺市松'f‘痔の金iM/iii来像があ

る。総i;','j39.5cin.背銘に

善光､I畝||米像進

入ｷIi洲外lid'唯明房ﾉI-柚,ﾉRf'｝東四郎

人工亦咋1Z五郎

淵桝三《｢億十一月九|｜

とありn｜手ﾘ1.1ﾉ1での像造と考えられている5'。

このほか'I噂寺弁慶竜に案Illi'l'川の三尊像がある7)。

2．秋田県の遣例

秋HIﾘg.|ﾉ1における善光寺三弾の辿例は5例ある。以

下その概要を記す6)。図V

（1）帥1造水惇阿弥陀血iuRR:像，脇侍2紙，雌勝Hi

羽後町H代,Mm倫雄氏蔵,IR(fll27年11月，秋Illﾘiﾘ情

疋有形文化11ｲ．彫刻No.14

木像のIll米は明和3年1766;9月,m氏のfl,修

験威Ill坊が延宝5年(1677;藩へ族し出したi把録などに

もとづいて111:いた覚普7)によると，′l､野寺WrTiiの妹

妙光尼の信心11州で唐蔑r将軍の船!''の御{弗と｢¥伝えが

あるという。また，｜ﾘ}和6年'1769;,御唯修瀧の際洋

光寺三尊iiil鵬の辻札8)があり，それにはIll代村袖金森

天喜|｣|聖Iﾘ)､ifの三'"K1罰浮棚金排像とある。、'i腎名の'旧

'UI寺を百済のLﾘﾘﾘiRに求め地橘のIm金森は三尊像がPHI

浮|智金であるとされたとニろから&ったものであろう。

阿弥陀伽||米伽象，総尚42.0cm、髪際尚39.5cm,hVM

11.0cm,榊陥12.0cm,1:117.95kq,臼H〈は木製で後i(Il

である。｜炎瞬は低く，髪際はわずかに波状を呈する。

叫たぶが外ﾉﾉにはりだす古式を示し三近はlﾘ]瞭。ノr.

f下方にのばし、‘紫を前にlAlけ，鋪2，3桁をのばし

他の指を折ってﾉﾉ印を結ぶ。イ1#先は別鋳て袖11V:ﾉﾉ

ﾍ抑込盈式。納火は通肩，ひだは|早くするどい。(Uiill'll

側はｵっずかにそり気味，ノlL柚がある。

lil.i脇侍はほぼM－寸法で総i',';j31.7cm,'HI探尚27.3cm.

ﾙms.5cm,榊隔6.ocm・筒形のsf冠は前後lil形につく

ｲ)，観Mには雌光iﾃの|河弥陀如来の小像，勢命に'だ帆

を鋳るほかはImiR頭頂は素Ⅱnとする。頭髪は髪際を

'1,波状にあらわす以外に毛髪は刻まない。'I噸とPii
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北奥における時衆板碑とその周辺

戸
皇

1 2

3 4

図V1・秋田市来迎寺善光寺式三尊中尊2～4.m鹿市脇本浦川善光寺式三尊像
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磯村'Iﾘ｣次郎

図Ⅵ雄勝郡羽後町川代善光寺式三尊像
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｣上奥におけ~る時衆板碑とそのﾙﾘ辺

1 2

4

図Ⅶl～4．秋Ill市八橋善光寺式三尊脇像 5．横手市神胴社錫状善光寺式三尊像
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磯村棚次郎

<耳たぶを外方へ少し<張り出し，三辿は明瞭。兇佳

印を結ぶ腕は別鋳で肩から卜へ柿め込む火である。火

文の折り返しの彫りは深く，装飾的である。側1l'li側は

Rl立にひとしい。

舟形の光背は金銅製で尚さ75.5cm,US,祁幅50cm,k'i

人幅54cmo30個の押出ﾙ盤文が配され，中等の二iRI'i

ｲ'I部を忍冬唐草の透彫でつくる。7体の化仏は亡失し

ている。光脚の弁は'1,波状，わずかに狐を拙く◎宗町

後期か。

（2）銅造阿弥陀伽Ⅱ米立像,IIE,秋川市保上野鉄

砲町，来迎寺蔵，昭和32年2月511，秋''1県脂走｛j形

文化財，彫刻No29o図VI-1

総ii:.j47.5cm,髪際i'.'.i44.6cm,肩teil3.5cm,砺惟13.(1

an,量117.2kg。

髭は螺髪，白皇は略し，耳はやや短かい。肩，腕，

衣を一具につくり，それぞれ左イiを別(Rlに鋳造，ノi州j

より下へ挿込む。さらに『をこれに押込む式であるが

ｲi手は欠失して木製後；f・左手刀印の鞘2,3桁の先

端は火中してくずれている。両足は納とも一具に造り，

Ⅱ加納衣の下端で鋲Ilさめする。

地脚に当初とみられる金色をわずかにとどめるか，

火中後に雄付された漆が糸||落してL､る。鎌倉未1りlか。

（3）銅像阿弥陀如来虻像，脇侍2IE,男鹿irip;ﾙ本

浦m宗泉寺，本尊薬師三尊胎内仏。14Ⅵ－2,3,4

阿弥陀如来立像,総尚39.Ocm,髪際i'.i'j35cm.肩恢12.0

”裾張11.Ocm・螺髪はI11く清抑ll式｡｣1提く.e宅を

略すが三道はlﾘl瞭・左ｲiの-手首は別鋳の柿込入式。た

だし右手を欠き木製の後補，左手ﾉﾉ印を結ぶ。川niRR

はそり身である。

観音，勢至の2体は総尚27.3cm.髪際r,';j23.8cm.肩

張7.5cm，裾張7.9cm｡八角素而の宝冠をかむり，毛髪

の表現は略す。腕は肩から下へ挿込Jz人火につくり，兇

匿限|]を肘よりわずか上に結ぶ。いす』［も足納なく，観

音の右足は欠損し，勢至の宝冠ｲjから側頭にかけて肥

裂があり，火'I'を示してL､る。側liil観はわずかに前か

がみで雷ある。

（4）金銅観肖勢至幣雌立像，21本。秋|Ⅱ市某家職

図Ⅵ－1 ～ 4

1ﾘl沿12年，八怖草'R.iiill!の川底から一振の〃剣とと

もに掘り出されたといわれてL､る。、f法2体ともほぼ

Nじで総高33.5cm,髪|梁間32.0cm,肩tei8.2cm,fl/fteiO､5

cmo黒色を呈する+に，処々金銅色を席呈する。ノ<冠

台をもつ宝冠は六角波状につく0,観音のiRniiは(}形

光11fを負う"I弥陀の'｣､像，勢爺のそれに宝峨を鉾HiL

その他の5illiは花飾をもって州める。頂頭，後頭は+〉

けてするどい毛筋を刻む。

’'1皇は観背に水MMを朕人させ，勢至はそれを欠失L

小孔を残す。三逆は豊かなふくらみをみ､せ，腕部に櫛

釧，腕釧を飾り，確僅印を肘よりil'iく胸ﾉ恒に結ぶ。側

nil槻はそり身で古式を襲う。

ちなみに水II"侍は，もと栃木の那頭郷東与世付にあ

ったという現在東京匡l立博物館戯，雌長6年1月在銘の

岬光寺式三''}の8"侍9)に酪似するものと推断される。

このほか秋Illll),ド野政古家に釧造の勢至菩薩立像l

恥がある｡像尚34.Ocm.8角の宝冠正nilは蓮弁上にR

瓶を炎わす。宝髭は丹念だがIi皇を略す。汚銘に文lﾘl

の陰刻'0)がある。しかL,木像は川羽秋Illに伝存した

ものではなL，らい、''。

したがって確実に秋IⅡに伝世したとゑられるのは4

例となるが，このほか近年，′1,像であるがIll利郡ill利

HrtH社に新知見が得られ，また縦手神明ﾈ|城の

ll元元年1259銘の錫杖頭に鋳出された像奔の牌光

'l式であることは後述する。

判後町Ill代，ｿ)鹿脇本の辿例は名号板碑あるいはHi

衆過去帳とよく対応している。

V考察

II,f衆板碑と世上I鵬，それに博行茅式三尊像を指採に

浄土念仏門，時衆弘道の痕跡をたどるべく，特に秋Ill

ﾘ1.の場合を4>心に検証してきた。

文治5年(1189の奥州合戦，その後の|兜I東武｜言|､Ⅱの

移[Iﾐは北奥の地域社会の満ｲⅡにﾉくきな変化を与えたの

はいうまでもない。宗教的蝋境もその一つである。

蝦夷地経悩･とともに歩んできた古代的国家仏教の依

然，中世における恨強L､残存はあったものの，しかし

衰退現象は秤定すべくもなく，浄土思想にもとづく念

仏'''1，臨済,Wil.岬をは［めとする鎌倉新仏数の浸透

高野，熊野など庶民信仰を桃えた遊行聖たちの唱導化

維の営為は北奥の地をも搾席したかに思われる。

なかでもi*祇崇l1i，御‘卿荷仰と結びつく浄二l-.iiとL

て注|｜されるものの一つとして本文では時衆をとりあ

げた。一堀のfl刺聖塚への参詣もあって，粁手と時衆
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北奥における時衆恢碑とそのﾙ剖辺

詞

4

ふ
仰
服

走
謹
空
く
燕
ソ
較
雰
？
Ａ

〃
匂
亘
↑

聾
率
鋳 "券-や
鑑

4.15世名号(長楽寺蔵）

3．7世名号(清浄光寺蔵）1.新潟県粧神村′k仁碑2.紀伊熊野(清浄光井ﾉ散拓）

、

典の

>柔
池

差フ進墓

牛 ’
5．52世名号(脇本飯森柏氏戯）6．52世名号拡大7．伝弘法大師筆(金蓮寺蔵）8．初桃真の名号(長楽寺蔵）

図Ⅷ「行の名号｣と「真の名け-｣の書体4．7．8．大山仁‘快による
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磯村朝次郎

の|ﾉ1縁は深く，同県におけるII､¥衆寺院は12か寺を数え

る。

これに反し秋Illでは慶長以前のhhnilになる寺院’か

寺にすぎず，青森のごときは0である。jf院数の多寡

は時衆化益の度合L､を測る尺度になることL，うまでも

ないが，所在寺院皆無にひとい､地域ではあるが唱名

念仏の声は|||野に響いた。

さて，11{頭に掲げた時衆荊り，ﾛIり碑はifff,青森

19,秋11110,11-34催であった。W手が5ﾉI峰で蜜々 たる

のは,'､'｣衆､'iKl2か寺の存ｲ'ﾖがあったがためであろう。

既述のごとく名号碑のIt体にA,Bの2願があった。

,'V_I体Aは紀Ⅱﾄ熊野本官のliphに刻まル1た一i団'；と伝

える名り’｣に眺似し，かつ例えば遊ijjr厳のiCPi筆の

括り（図Ⅷ－3）の書体にｲ1”ずるものがあろう。こ

の郁の名号を時衆では「行の名号」とよんでいる。歴

代遊ij上人の中には二の『I：風を身につけて遊行するも

のが多かった。w:戸時代であるが57代一念上人が嘉′j<

元年1848;5月，奥易ii.松liil巡錫2の折に『Iｷき与えた

とjz人られる橘号一軸がﾂj晩市脇本飯森3に伝存してい

る。熊ﾘfで感得したⅢ師の一個を頭i#し名号を『Rく。

,l;体は図Ⅲ－5,6のごとくである。

六字名号一堀法遊行五十上lll：

十界広心一遍鉢南雌阿弥陀仏n'
葛fj離念一遍証

人中上々妙好華他阿上人一念書

この行の諜体をもって彫り刻まれた板碑は新潟県最

古の紀ｲ1燕をもつ北浦原郡W帥付華報寺の永仁7年12

99）碑4にもゑることかできるのである。(図Ⅷ－1

したかって，この行のjl｝体を刻した版仰を雌災なII､f衆

としてｿ4術はなかろう。

この「行の名り」の筆法は，Ⅳjを例にとると，まず

「幸」をii；き,Rかるのちに「い」を苫くなどIh央部

分からi;くのを例としており，旅から旅へ遊行し念仏

勧進をつづける時衆にふさｵつい､流麗な感を与える。

一.代真教は術われるままに多くの行の稿号を苦き，

これに本尊としての性格を与えた。本尊名号といわれ

てL,るのがこの「行の名号」である5)。

これに対し肉太の階書体の橘号は「真の名号」とよ

ばｵ,る。橘号Bはニオ,にｲil当するが，Ⅲ↑衆の象徴的書

体である行の名叶ほど決して個性的であるとはいえな

い。

この階Ifの名りに似た謝亜(で書かれた名号が，時宗

寺院に伝存L,それを弘法大師筆と伝えている。真の

名号が名縦と称される窄海の筆によったとL、うことか

も知れないが，そのIll縁はいまはあきらかにし得ない

といわｵ'る63

階書体で‘!}かれた名号は浄土宗などにおL,ても川し

られるので時衆名号として特定するには①種宇2個文

③法名阿りの｛j無を啄噸の上，判断する外はない。こ

のうち蚊もiR的に決めfとなるのは③阿号であろう。

Pi号は初miの沖|球でも川いらｵ'ているが，そのilli

1川は短く，1,1l《は鎌倉時代末期頃であることがIﾘlらか

にされている73二のことから少くとも1脚北I|ﾘ3,寮Ⅲ1期

の板碑その他の迩物に'11ﾘ号を有するものは，まず|昨衆

Hi:系と象なしてさLつかえないと考えられる。

以上の観点から14Iの1，2,3,4'秋Ill)1叉IⅢのl

(淵手)，4，7，8(〃森)，図Ⅳの1,2,3(青森)は時

衆碑と断定し図IIの5(秋Ill,図mの2,3,5,6,

図Ⅳの4(1『森)については時衆に属するものと推定，

図Ⅳの4，5，6は非時衆と現時4､iで考えておきたL､。

なお，名号の合i鍋･を推'とする11安として遊行上ﾉ、の

初賦算，年次，期|Ⅲlと名号碑の年次を対比して示せば

つぎのようになる。

|(|道号|初iiiU);Uimfyf-Kin青森｜糊丁
511安国||正'''21132513

61-釧|嘉2132712S元徳2

7mmi儒応元133817珊雛
81渡船|文fll3ll-lfO3

91白木|延文元135612

II元胤iitf,6136715

2延文211澱溌
4im6nitK2
城暦元冊剛12

※i-Ru遊↑j《1乳数はri'llf修「遊行藤沢lil.jI二人御勝代系

譜」による。(青森は脈応碑除く）

つぎに桶リ'1〔碑，過去||脹等を雌礎資料とし3ﾘ,↓のIt､↑

衆化続の↑II況にふれてみたL,。

初代一過の過IR以来，深いかかｵつりをもった＃11千に

は可東真雄のv:子I,i-m,¥宗略史』がある。以下，それ

によってのべる。

（1）稗!‘1榔聴岡の阿野迩次が弘安2年11279一Mに

‘｝,,}依して修『f.撒年,umして父とともにイi烏谷に一

遍上人を滞慶導川jに光林群を雌て熊野権現を勧,消して

鎮守社とした。
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北奥における時衆郷卑とそのﾙｮ辺

（2）乾元元年13091mm下根子の｣也J1'mm和泉守が

武蔵国で二代遊行上人真数の弟子となり，其阿の法け

を授かって{ﾙﾙ国，下根「村の下館に尚迫場庵を建て宝

喜院を名付けた。塊I竹楽院である。

（3）元亨3年(1323)ころ遊行4代存海は奥州巡錫,光

林寺へ寄り，天台宗越照年へ草畦をぬぐ。湿照寺の化

持は上人の弟子とな0飛阿を授けられ､、Irをli-T宗に改

めた。上ﾉ＼は清浄光i§雌投街金の勧化をhい八沢水洲j

に藤勢非を雌立した。

141f判部!覚時は南北朝期北条方に紺MR傷を!'lい，

藤沢清浄光寺で落命。遊行5代安国がり|導をケ･えIli阿

を授けた。

5遊行7代託("Iは延文2年1357)三I'へ来omis',

信長の唯てた牌芋教浄寺に,災時の‘､股をPR.-,随行の弟

f見阿弥陀仏が旧Illで没Lたので名り碑を雌て供豊L

た･

二れがmm地蔵寺の六'r-名号板碑である。翌年，斯

波高lⅡで病を得,mm郡二子付で没。mmも二^も上

人の遺跡を薩沢と命名した。

(6)11f衆とルj部I災時の絃ができてから代々遊行上人

は奥州皿国には必ず三戸の敬浄寺で賊猟しているとい

う。8代渡船も訪れたとゑられ，鰐j|郡祢衣勝越寸Fの

頓阿教阿も上人の弟了・でなかったかという。

(7110代元愚は嘉慶元年1389)iRii,存海の雄てた

八沢本郷の藤勢寺で寂した。

（8）亀llI天皇の孫，尊観法親王は8代漉船の弟fと

なり12代上人となる。，渦lI1の守I護地蚊の特待をうけて

I"l国，明徳4年1393)職勢寺へ巡錫。八沢本郷を藤沢

村と改め，保呂羽村の天台宗無住の､¥に弟rの是阿を

とどめ時衆長徳寺とした。

(9115代尊恵は応水25年(1418)教浄iきに|櫛部I覚時の

龍を弔い，南部信濃守,i緋へ覚阿を授け.g-T-M

iR村北上観音へ詣て御詠歌を奉納。また八幡付の地班'

八幡殿へ典阿を授け，典阿はn宅に束陽非を唯てて稗

pf郡島村で安佐村の地蚊安俵玄恭の弟火,､i-i;が量阿を授

け~られ，応水27年1420;成沢に成沢'l脅を肥て初代とな

る。この年，稗貫郡上根fの地頭根R,'r火は西光冨¥を

嘘て上人の弟子覚阿を溜めて初代とした。

(11)25代仏天は人ﾉ)<4年15241教浄､'l藍へ参詣,mm

村北上観音へ御詠歌を奉納，父慈ﾉ.11RP､|の天台宗の'だ

寺建神寺を時宗慈光#として復興。

時衆､ii塊特無の青森,1か寺の秋HiはV''手のように

IllI]然とはなし得ないことはいうまでもない。青森の場

合，今後地ﾉ亡の調査研‘先に期待し，気づいた点のみを

摘記する。

板碑からゑた青森肢古の阿号は正応4年(1291)iⅡ阿

であるか阿号･は文永5ｲ｢1(1268まで遡及し鼻和郡大浦

郷に剛阿弥8を検出できるが，この時期での観阿弥は

浄土宗とゑるのが妥当かも知れなL､。つぎにもとm津

'1駒喋崎村の満蔵寺にあった国重要文化財,嘉元4年(13

06）8月1511在銘のi1鎌9に施銭槽細5名の中の1人

として見阿弥陀仏が雅狐者として彫られている。この

If､iitllでのp'1けば時衆とゑてよいであろう。ノ<櫓ill)はｲ11

洲菩|旅成弟r崇演，すなわち執権北条劇|､¥である。見

'可のほかに分明するのはifI降降ﾉ、の交名にみえる曽我

太郎兵術人道道性と源光氏である。光氏は弘前市中別

所の'R喫災術I'u'i指定の板仰にも象える尚杉の領主。い

ずれもM'侭地方の有ﾉ:iを豪者層であるが，見阿は誰の

法名であるかは明証を欠く。

「Il.'l衆過去帳」応水25̂ (1418)尊恵代に十三，下国

殿など，’1イミ海仙lと新御所，洞内など|ﾉ11堆，太､R洋側

にそれぞれ時衆の分布がJ人とめられ，時代は異なるも

のの金イi文もそれとよく対応していると思われる。

つぎに秋Illの場合をﾘ,u上部からのべる。旧鹿角伽ill

111には7代託ImIの弟rの橘り碑があり，ﾉ}<和3年(1377）

鹿角無|私では8代遊行上人渡船から東一房の法名を授

けられたものがあった。鹿角市域内には時衆の名号碑

こそ見L,川されていないか，時衆とは雌縁といえない

遺物のいくつかは存在-1-る。

善光､';着火ではないが小､|え円福寺のIlそ安3年(1301'ii;

銘の銅造阿弥陀如来立像，もと大里の観音‘世にあった

というﾉ〈徳｣i胃の金m地附虻菩薩立像'0)である。地蔵菩|雄

はIl'f衆とは|秘|係深い'')。

また，峨乱後，数千の屍の中から主ハ4人の死骸を

さがし州して讃岐に非o.その形見に法師が持iliった

と伝えられる'2花'肺,'とI徳､iもの県有形文化財，木造阿弥

陀三蝉がある。

イi造辿物に関していえば，八嚇平芥|ﾉ1の鎌倉米の弥

陀三尊隣雌仏を中心に4ﾉi醤の板碑。鎌倉,k期武蔵成Ili

郷のl雌原"|ｮ収Ill氏にしpかりの者がその施主として最も

ふさわしいといわれる小豆沢ﾉ〈日堂のiR安2年113001

征銘，弥陀三尊種字の版碑'3)などである。
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磯村朝次郎

鹿角部は奥羽合戦後，成|Ⅱ助綱が(Hi地頭職を得たと

推定され，文保2年(1318)成Ill氏との縁故により武蔵

7党の丹氏で加美郡安保郷を苗字とする安保行員が柴

内村を与えられている。かｵ'の法名は信阿である。そ

して述武新政からIiｲ北柳助乱の中で八i虻安保氏一族を

統合し，総髄になった安保光泰の法名も光阿'1)で，い

ずれも時衆と推定さｵ'る。

応永25年1418)15代輔恵に至o,iRIM,大iﾘ雌，

小坂殿がそれぞれ阿弥号を授けられてL､る。いうまで

もなく彼らはいずれも成川，安保，秋元などの後衛で

遊行上人の巡錫で時衆になったものであろうが，そｵ'を

受け入れる素地は，古くは本凹地におL､て醸成されて

いたのて･なかったか。

これを比内浅利氏につし､てみよう。過去帳では比|ﾉ1

浅利氏の顕著な時衆化が指摘されるが，合川町川川迄の

延慶2年1310)松石殿の板碑旧を除くと比内，火鮒、

秋Ⅱ1地域はあたかも板碑の造立をlh否した地域であっ

たのかと‘思われるくらいに皆無である。

しかし，応水25年1418)過去帳のニッサトを合川

町三里に比定したが，近年，同地に宝Ⅲj期の弥陀陽刻

の宝笛印塔が確認され,f"I等かの形で連動する可能性

が生じてきている。

比内浅利氏は応永以前，すでに鹿角IR上殿と同様，

時衆であったことを示す文書がある。文服Ⅱ3年(1354)

12月「奥州陸奥比内郁重内郷有平郷縦状之事｣6)なる文

言である。沙弥浄光譲渡状とも称されるこの文書の中

に3名の阿弥号がでてくる。さうあMl阿）みたふ，

きょうあ（経阿）みたふ，とくあcSP'R垂たふ，で

ある。また，くまの（熊野）の御神|Ⅱ’かうや(間野）

の田,I､なり（稲荷）の；f旧，いなりの神社，八まん

（幡）の神川，その他を合わせて約2，()00苅のi'illⅡが

存在していた。

浅利氏が熊野に結ばれていたことは嘉吉元年7月の

「那制'lll願文｣7)の文書でドII然とする。

奥･川ひないの郡徳r・

あさりの徳子之源遠江入道I｢1阿弥（花押）

同r息二位殿隆慶

合力善阿弥

嘉吉元年辛酋七月十四|｜

先述遊里住

宰相公良行（花押）

ル|I押御師筒此房

比内独鮎の浅利人道但阿弥,¥息隆慶，合力の善I''リ

弥は時衆として由利の先述を通じ熊野肌liiliに結縁し

ていたのて電ある。

浅利氏は甲斐源氏の一族で'1､笠原氏と|両1族。浅利与

一義遠には［まり甲斐八代那浅利郷に分慨されて浅利

姓を名のった。沙弥浄光譲状よりゑて比内浅利氏はりV

流で|紅|上M川以前に比lﾉ1に移(Rしたと号えられる'8)。

*地における嫡流浅利氏は附騨f代は不明である

/]',idilO年1582)6月現在，時衆､ii塊を持ってい

た二とはii意されよう。すなわち東八代那盟富村浅利

三光hきがそｵ'で，時衆数|､11内屈折の道場一条一並!yM

に脇する､IF院であった。同郁内にはこのほか願行､!r，

応声寺,長編寺,玉泉#.常住寺，および尼寺桂蔭庵'9）

などがあり，濃厚な||､f衆地帯であった。

鹿角，比|ﾉ1，北秋地域の時衆法橘を多数連載する'h

に「j|:ノモリ，相"1弥陀仏」が一人あった。井ノモリ

は男鹿脇本飯森に比定され，貞和2年1346)および無

紀年の|吟雅名号碑が伝存uかつ浦ill宗泉寺の本尊胎

内仏に案IllJ-中期ころの善光寺式三尊像があることは既

述のとおりである。また若美町道村の康永4年(1345）

名号碑が完全な時衆である二とを蹄蹄したが，八郎潟

西岸域の侮銘，無銘板碑の種字に阿弥陀あるL､は阿弥

陀三尊を刻HIする割合が高く，少くともi'i-1北朝期には

浄|芳宗の教化が深く浸透していたことは否定すべ<も

ないようて､ある。

かててりⅡえて男鹿脇本に本県I11f－の唆長以前の創雌

になると仏えられる金光.Rがあったこととあいまって

寒風Illililfl麓に時衆の有力支持者層の存在を十分に推

察できるかと考える。

金光寺は享保6年(1721)「遊行派末：mrに出羽12

郡4か寺の中，金光寺一秋旧湊とあり，天lﾘﾘ8年17

88)10月「|崎言本未wに藤沢滴浄光4r*,mm秋Ill

湊とあるが，それ以前は14代遊行太"際上人の開Ill寺院

22)としてｿ)鹿脇本水郷のw洞宗蔑境､'『のl4i隣，金光i

跡にあった，と伝えられる。大空とすれば賦算川i川が

応永19年14123月から6年間であるから,その洲の

創座であろう。同､Vが脇本を退転したｲ代は不明であ

るが，退!極後に寓境寺が創雄されたという地元の伝ﾉk

23)にしたがえば天正の頃であったかも知れなL､。

寺院のnll雌には強力な外護を必要とする二とばし，う
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I上奥における時衆板仰とその周辺

までもなL,。この期におけるｲ1力庇,潅者としては友喋

氏を措L､て外に考えられなし､が，応永年代に彼らが現

脇本城跡の一角に届航していたかどうかはIﾘlらかでな

’、
昭O

秋|Ⅱ，ｿ)恥地域は橘氏の後を人光寺系安1雌氏が北条

氏代官として実権を握り.1細上期期に十三渋を根拠と

する喋崎系安喋氏が海上をlfj下，ツ)鹿へ入ったと他1定

される24．

その安藤氏が11,↑衆とかかわっていた形跡はｿj鹿中町

Illの観応2年11351)名号仰によって推断L,あやまり

はないてあろう。

過去帳，他阿弥陀仏一川ツラを雄勝桃川辿に当て，

上タ，大ヤを平鹿郡植ffl.人尾に比',ilLた。このil.'f期

の雄勝ii:の故主は小野矛氏であるが,!ﾉIi馬音内城脚下

にあるm後Ⅲ｣元|ﾉiの元徳3年1331)名号仰,MIIRMI;

を越えたlil代柚金森の小野i苫氏妙光尼の'､fl)本尊，善

光寺三尊像は，比内，浅利氏以上に明確な時衆虻侍者

として'1,野弓If氏を認識せしめるであろう。そして，こ

こにも熊野との結合をゑるのである。すなわち,iHUi

5年(1349)12129日「奥州渡iR先達袖ii:系IllIvfなる

文書の末文は次のごとくである。

出羽国Ill北Ill本郡L,なには殿かわつら殿

此人々は人武房先述*て候，常陸法IIR房弟「・

のﾉ<煎り；にて候

小野j｢氏とその一族であるIIRM股は陸lili北ill披津の

常陸房の弟「･人敵房の檀信徒として熊MRimｹに結縁し

ていた。′｣､Ij寺氏の熊野信心は稲l廷'｣､沢,w鍛冶崎股

皆瀬''1沢を紀|拙熊野三Illになぞらえて熊好惟現を紬iJi'i

L，人′)<5年1525)'｣､Ⅳ､i-遊俊が弥陀kwk.錐｢mi,m

音の懸仏を各一而ずつ奉懸26していることでもiiiらjl

る。

平鹿郡は鎌倉||､f代に入ってIR張旧古知野唯その他に

所倣をもつ松染盗宗がiR地ﾘfll職にIT:命され，次「･惟泰

の代から､|え雌氏を名のoimm'iり綴}:に当ったが,IIMh

3ｲド(1326)時‘1,1,1には北条僻‘表飢になっていたとされ

る27．二の､|え鹿地域に鮮光､'Pfn仰を伴う浄｜茜系ITS〃｣;のh吋

勤があったことを確I淵する迩物かある。

枇手iR法.'fのI")mにあった修験ﾉ〈乗|塊伝来のfl-.元元

i(1259>8月15日在銘の錫p-MiR緋がそｵlでああ。紀

年銘のほか「伯P'"R;i《陀仏錫状山」の刻銘がある。杖頭

に/[輪塔．阿り･の上ﾉJ.ノ､環|ﾉ1に牌if､'l者八三i?像を排

川する。各尊挙身光,r-h螺は,漁iさ4.6cm,l|"侍は焚佳印

でなく合掌手であるのは異例で高さ2.6cmoH光輪王寺

錫杖頭はこれを模したものと匙られる。図Ⅶ－5

価乎市m>]<の熊野I'p社は式|ﾉ1社塩湯彦のil宮とされ

る。ここに観応元年(1350)8月15日，秋Ill城之介源

泰長なるものが，吉H1,飯丙i'ii八幡の三庄を寄進し，

雄､Mill三郡を牛王j帥子抑の椋彼にLた，という文書29

がある。この文書は果して当時のものかin考を要する

かもﾀﾐ||ｵ(ないが，｜ﾘl水熊M1:の古いことだけは確か30)で

あろう。したがって文|ﾘ｣2年(1470)7月1811「出小1

国Ill北平鹿祁油河輩，熊lif参詣先達職争冒31>なる文書に

よって示されるごとく，熊ﾘ]:へのﾙfj信結縁がゑられる

のは､1-1然のことであったとL､える。

雄､R地域に蝶光寺，熊Mf佑仰，時衆柄り碑,IIIツラ

他阿弥陀仏，淳光､i三Rlなどの中世的なものの遺存を

検孤できたかと思うが，小リf.'r氏の本出地でのそれを

一併してゑよう。

小lif､i氏は奥州合戦の功により雄勝fflに地砿職を与

えらｵ'た小野寺道綱を初(11とする。本倣を~ドﾘ蹄l慨郡

に排ち稲唯に移住したのは「小野寺系図fは通綱4代

の係術Rのときとする。水流はその頃にも依然,wm

郡に化していた。そこに弘安3年(1280)一皿を州Illと

する化林､)肴を永仁5年1297)二代遊行上人真数のとき

化一j〃がt¥を建立33)1ている。本願主は小野寺佐衛

I"]肘泰綱，その趣意はi11父通綱の供養34)であった。

」上奥ﾉ|｛えぬきの安東氏などは別として，小野寺氏の

例のように水it地におL､て時衆寺院を街.変，あるいは

時衆にかかわっていたとゑられる鹿角安保，比内浅利

氏などの場合を想起すると，つぎのようなことが考え

られないか。すなオ)ち,Il.'f染に限らず化怖する例には

地力伽主の芝排を得るためには彼らの権威を虻える熊

野などの*紙に結縁する必要があったであろう。地方

伽jZの側には特に移化､"l初は当然のことであるが本ii

地における宗教的あ')ノノか強く影評していたであろう

とい‘うことで、ある。

この‘1,1,(についてHi利Illiの場合はどうてあろうか。石

造辿物，過去1帳からは奔坊にII､↑衆的痕跡を,溜め得なか

ったが，他の遺物から脈illllすることは金くイくIﾘ能では

なさそうて､ある。

Ill利(Hiは奥州合戦後，、|えﾙU催原氏の遺阪,m利中八

紙､|えに水1.11安締されたが,fiim合戦で所伽没収となり‘
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磯村朝次郎

甲斐源氏の加I'i美遠光の娘大敵局が地頭職を継ぐ。大

試局はその跡を甥の信濃佐久郡八条院領大井庄の地頭

大井七郎あるいは太郎と名のる者を養嗣子として迎え

頼朝の一宇を賜って朝光と名のらせ遺領をI護った351．

朝光の子は又太郎光長である。

長野県小諸市大井落合新善行に善光寺式三尊像があ

るが紀年銘はない。しかし,I有佐久郡北牧村諏I称神社

に小笠原光長が寄進した銅鈍があり，その銘文36)によ

って三尊鉾造の経緯がほとんど判明する。
池ﾉ|冊1.険笈ﾘ銘

敬F1

信'N|佐久祁大井落合

新善光寺

奉施入槌鏡一口唇竪美1：
右志者為法界衆生往生樋楽也

弘安二年昂八月十五日
大勧進法阿弥陀仏

歓進説法者二人誤
大旦那源朝臣光長

井諸旦那大工伴長

寛元二年|ﾙ七月十日
奉鋳移木師阿弥陀如来

同八月

奉鋳観光勢至一光三尊金:;,:i

建長元年息十月三日
不断念仏始之，勧進法阿弥陀仏

この銘文から知られることは寛元2年（1244）7月

から8月にかけて善光寺三尊像が鋳像され，雄長元年

(1249)に不断念仏が始められ，弘安2年(1279)に

光長が大旦那となって銅鈍を鋳造寄進したということ

である。弘安2年は一遍渦'真が善光寺に参詣し，佐久

祁伴野庄て別時念仏を修し，′l､|Ⅱ野で踊0念仏を始め

弘安2年冬1279)「大井太郎と申ける武士，この聖

にあひたてまつ'}て発心」し，その/ill)が一j脳より念仏

を受けている37j・人此太郎とpiける武士とは，上I氾姉銘

の大旦那源刺l臣光長の父朝光にほかならない。

朝光は｢Il利ii:を継承したが,it接移住することなく

庶子を派遣するか，在地の1営豪を用いて経営に当たら

せたらしいが，派遣された庶rはいかなる信仰をfto

て由利に赴いたか。明間I[するものはないが，鳥海Ill元

宮改築に当り奉納された「鳥海Ill銅器識文38)は一つの

傍証を与えはしまいか。

○封敬白

奉鋳於羽州由利郡大旦那源正光○封

津雲出郷-'一二神将併滋野行家

志趣金輪聖王天長仏師七郎兵衛
○

地 久 御 願 目 満 兼 又 本 願 一 阿 上 阿

本|頼大旦那二世悉本願仏子心海

地結縁合力除災興楽大旦那沙弥長心明心

o封元徳三年練六月日o封
銘文の趣意は源正光，滋野行家が由利郡津雲出郷に

おいて十二'I'将を鋳造し奉るのは金輪王，すなｵつち後

醍醐帝の天長地久であらせられ，かつ帝の御願が必ず

成就せしめられるよう，さらに本願主源，滋野らの現

在，未来永劫にｵつたって協力し合い災を除き安楽を与

えられんことを，というものであろう。

津雲出郷は矢島の古名であるが，銘文'hに沈意すべ

きは本願主が二親の一阿，上阿なる阿号である。この

阿号は具体的に誰を指すのか不明であるが，時衆と認

められること，正光，行家いずれかの親であろうとい

うことはできよう。そして正光は鎌倉未jUlの元徳年代

矢島に本拠をおき，由利地方を支配した信鵬佐久郡の

小笠原，大井氏庶流のものであり，滋野氏もまた小笠

原氏と関係の深い根ﾉ'二氏の一族ゆかりのものでなかっ

たかと推測されるのである。

｜|＃衆化胎の残照かと思われる例は注意するならばな

おいくらかは発掘できるかと思われる。巡ill);帥椛灯庵

の場合もその一つであろう。焚灯庵の象潟来遊のこと

はl制知のところであるが，かれもまた時衆の一人であ

ったと椛測されることは余')知られない。

時衆は賦算・念仏#'1りはもちろんのこと服11lift.連歌

をも有力な化統の手段とLた。中世詩としての特質を

具えた連歌が，なぜこの11､f代に流行したかは詩の内容

形式のほかにその担L､手としての時衆の存在を無視で

きない39)といわれる。

m北刺l川，みちのくのIlllllfをいず<ともなく乞食行

iiすること10余年。ion11氏椛灯庵は応安6年1373;

には遊行10代元愚に|随行して羽州l｣I形にあ0,そこで

元憩とともに光明寺の創雌に参1'M2年ほど滞在401,

た。

光IﾘMi令は斯波兼頼が元患にili依L此阿とり･し,wo

元ｲ12（1375）城内に附いたil,¥衆寺院41)である。その|川，

推定であるが，かれはmu¥辺から海上を歌枕象潟へ足

向
乙
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|上奥における時衆板碑とその周辺

を運んだもののごとくで,その時のI,'I泥は応,)<24年14

17)69歳のとき「雑灯庵主返涛iI;j21にM組している。

ill利郡にただlか寺，時衆雌化-4'Fがある。昭和51年

ここに鎌倉求ないし室町時代前期ごろと3;人らｵ'る一向

俊喚のfill像の伝作することが金ﾉ|消光によって，確認

･'3された。遮化､Rは一遮とは別系の一lAl俊聖をDMIlと

する天竜仏16]=､R派末である。しかし州j‘に年代は，中世

ではなく寛,)<2年1625)fl.H初miである。

Il俊聖fill像のごとく一級のII､f衆ﾘ4料ではないが，

ﾘ,!'ﾉ1衿地に仏ｵﾌる遊行聖5MMの伝,塊は1llf:Pに介定しさ

るには及ばないと考える。

Ill利ⅢI前郷IllIIのII枝ijl；'二の境|ﾉ1t,人HmM社は

つぎのlum^を低える。

ノ<lと9m832mmのり]源なる門.が摸MMで供水に

あし金Illに雌をのがれ，流浪のすえIll利前郷に来て附

雛に従iii.7師Ⅱ4年837に死んだ。それ以前，坂

上HI村職の,汁征があり,m村の勘虹にふj'た小泉式部

M'mが軍ﾘを離れてiiil郷へ来た。かれはり]源の死をい

たJz人，唯の上に槻水をMR.河を雌て，リ]脈の笈の中に

あったI'llliのﾉ〈Bin米の小像を肥った，とL、うのであ

る。仏説はif代，坂上Ill村臓に|､I会されているが，小

像は人nin米ではなく善光寺式三蝉の小脇侍に間違い

ないと認められる。伝説は善光jr信仰にまつわるもの

て調あろうか。

W酬縦醐字明沢の金Ⅲ沖|i社に「'ﾘl沢献縁起f(仮

称）があ0、，(MR真澄もこれをI肥録している。その中

に一旭|'|ﾍIfの熊野牛i:と服II歌1,iの奉納を伝える。和

歌は

くもりなきiIllの宮lfl-のIllなｵ1ば

jそく雌らさむlﾘl沢の月

一地上人とあるが，一皿秤輿ではああまい。’11代|｜

かの上人かとRi､ｵ>ﾉhるか，果Lてこの'ﾘl沢へ立ち寄っ

たかどうか'ﾘl証はない。だが熊野椛jJの維符を【陣き,I型

,i)'f娠納したとにえるあた0全く(,恋性を欠く縁起とも

忠えなL,ふしがある。

秋Ill/§部_皇1-三槻岡巡礼lili'"'の鋪14iff.六郷水覚､¥

の項に遊fll9代ヒノ、とlﾘ1MR，作11の別､"n催性坊，ド|弓

家人弧n兇il.に旅術せる折の泳lift-Riをのせる。

館のI髄なか0せば行邪れじ

擬'1JにやどるｲllIlf』こ来て

遊行19代は綱ti'iで又}ﾘ13M1471'6ii.越後称念＃

で遊fl-をｲ11統。この年に下野の芦野道のべの柳の精を

済度した上ﾉK.titにいう「遊行柳」であるom応4年

1495)まで24年liil遊↑jを続けてL,た。

、'た鹿郡三又の満iMiはもと陸奥と出羽の境の三つ森

Ilffの尚IllにあI),一加’2人州埜の時宗寺であったとい

う。寺は後にlil雌に移り，年経てこの寺の剛1'iの僧は

Illﾉ1の螺沢に一|奄をmび六字名号と邑陀羅Millをのこ

し示寂したと興澄は!'+いている。Ill内付黒沢の尚橋家

所附虻のものがそｵIであｵIば，名号は紙木で遮介上舟I!に

真の橘けのIt体をもって州かれている。真澄は挫陀縦

を飢糸とiiいているが，、RIM災陀羅とゑらjlる。この

ほか||||ﾉmmiと兵伽が|ﾘ1端ⅢlにIIf写した嘉)件ﾉ亡ｲP(13

26）のPR場挫陀雑絃J辿埠がある。

当麻‘世陀羅は浄t佑仰の一拠dB当麻寺が梢:即した中

将伽仏脱を絃I'l'i化したものである。一iyは弘安9年12

86）に磯及太「¥柵から､m林寺へ参詣し,M将伽''1縦の

称讃浄'1経を､11ｲ牌からp.りらｵI,ﾀいまで持ってL､た47)。

また，享保16M-(1731)AH,遊行50代快存が丹後宮津

の一向宗仏(I､"fに洲ｲi-ih.′寓津藩主のi蹄めにこたえ宝

物のMil1島をけっているか，その中の一つに「中将姫縫

弥陀Rがあった。

llllﾉ1のf′I'/,'辿陀縦はfl:戸期以前のものと排だされ

かつ，時衆とは雌|秘|係のものではないだろう。

さらに真澄は弘安9年(1286)日本遊行一湿州遮社上

人円覚によって枇r-iui水の熊野三所権現縁起が'V'iされ

てL,ると，その粂文‘19)をのせる。これに対し今宮義透

らが恥湯彦iMM5RIM"に「一遡創めてとを勧il'fすとな

すはl.l.-lよ0謬ｵ【り」としたのは当然である。

弘安9年1286;は一皿ｲ『命Mであり僻ないこという

までもない。ただし一皿||卜|雌祉という炎現は||､i衆の当

I林派上人がfl.)HI､W上に人ってから川いているので当麻

派l畠人の狸'V':ということはあ0得るであろうが，円の

つく上ﾉ＼はﾉ<旧3イド1585)から慶長11年(1606)にI'i鏡

かいるの連である。覚が鏡の!洩とすれば当麻派上人の

近Ill初釧.HMiへの5P!Mを,;ii:する5’二とになるのであ

ろう。このほかfill北(HiiM吉川向滝明神伝来の聖'1附荊将

のiI跡のMに一地上人呉縦のものがあったと伝える。

｜|､¥衆にまつわるあ{）うべ<もないとも忠ｵ>れる伝承

をあげた。遊fl上ﾉ､が洲M,化統した確証のある鹿角

北秋には仏ﾉ侭,氾録はすぐないが，時代1'ﾃ蛾を鎌倉とす

るil,mwM仏説は人11に納灸さオ'る。
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秋HIの時頼伝説は象潟1ilIMMMi約の小f鬼Illなど

に伴ってL､るが，青森，秋|Ⅱ2ﾘ,(にまたがる唐系伽伝

説はスケール的に大きい。i:l喝の筋iiきは‘洲到巡胆の途

中，時頼は津軽藤崎でかっての菱，唐糸姫の死にめぐ

りあう。菩堤を弔いながら旅をし一上'1め，大館に釈

迦戦，二七日めは土崎に光'ﾘﾙIFを地て，仙北郡Iﾉq木村

で三七日をむかえ，阿弥陀iRを雌てたf2)というもので

ある。

信濃，上野とならんで束北地〃にII､↑帆に仮I託した伝

‘魂が多いのは時噸の時代,fl綜伽が卿火したことを根

本に考えなければならない”とL,わilる。

たしかに鎌倉初期，北条氏の所伽は津H.4IS,外浜

1個浜，糠部など北奥の一部にすぎなかったが,flillMt

戦，‘魁治合戦など中央政1両)の排移の結果，鎌倉後期に

は北条氏所領は奥羽の大､Rを稚いつくした乳とされる。

MHlﾘRlﾉ1でも平鹿祁は確捉に北条僻宗械であり,111利

郁もその可能性が強く，安東氏は北条氏の地頭代とし

て活動するなど北条一色の感が強い。

しかし，北条氏得宗械がj澗人したことと|榊血伝説は

雌縁ではないにしても，衿地にそれか強く根づくため

には||､f噸伝脱をlil作R,l町|りにそhを仏捕PRRた

ものが存在したであろう。熊野ji'i.稗光.RM=iiり衆が

これに鵬l与していたのではないか。

信濃を知行国としたM'Rlは焼失涯光､ifのif進につと

め．北条氏もまた深く信仰し，保!進のfを加えてL､る

ことはよく知ら』lる。就+,時噸は蝶光』畝11*66体を

つくって日本66か国に安ICUたといj>ｵLるほど涛光､'f

にﾉくきな貢献55)したと佑ぜられてL,るo

iff衆は熊野，鱒光､i汁↑仰と強く結合l_て［､た。二代

真数以後，妻rfと称するIl.'f衆MMが､inﾉ1にできた。か

れらはﾉfe身の阿弥陀仏としてｲ別i;|を遊付'iH導して歩く

涛光､f聖でもあった。避け上ﾉ、とⅡi噸を結びつけるこ

とがIF.LいかどうかとしながらIノリIIJI.'i時噸は圭は11,1衆

派の遊行僧そのものでなかったかとするのは広永保56

て雷ある。

Siiii国字佐官の算所であった北原付のIll締苔に時頼

!淵|側巡見の頃，ノ<fl郷で捕戴になり帥所阿部ﾉJﾉ1戯が

祈念，府病した功によOi凡Ipl－Wi執行の"Iになｲ3,心

のまま行脚することをi'{さ』'た，という<だ0にもと

づいていうのてある。

Ill利m前郷てり〕源なるものを1シ〕たiRRifの！活，戦場

て主什を失った家II'か典郷でHi家し，形見に仏像を逆

んできた血nJでのRnWには葬送にたずさわる町衆，従瓶

僧ともいうべき沖僧としての時衆のnil形がゑえかくj’

しないか。あるいは二れらの話は中世軍I把物の)|･鱗に

す-ぎないのか。

秋IB地方に誰り伝えられるさまざまな説1謡や芸能な

ど広L､意味での文化現象は中世の雁史，文学，隻能の

鏡体に雌してゑたとき，いかに宗教的，遊行的なるも

のによって色どられているか。その錯綜を解きほぐ－1－

先剛はすでにj|:上隆|ﾘR小IIf秀夫誠によって試みられ

ているか，より綿帝な分析は今後，特にｲ|;ﾘI.虻俗学研

'だ者に川待されるところであろう。

まとめ

1）時衆の調号板仰はこれまで秋m,uf-2県に｛〃|ミ

が知らｵ'ていたが，さらに秋1112,青森17を加える

ことができた。これに阿号碑を加えると!;|･44となり

北奥におけるB,f衆化続の状況を歴史考古学的にｿﾐ証

化できるﾉMlを兇lilせたかと考える。

その格叶碑には'',''営書体の一皿流rrjの名け」と|衿

JI体の「l！〔の稀り･」があ0,これらはｲド代|'|りには元

徳3年(1331)から征文2年1357の鎌倉ｲ<から|肘_|上

;rにかけてのもので，遊行上人の世代にあてはめｵ’

ば6代一鉱から10代元愚の廻国時の嘘碑である。ま

た汀．j'〔のfi'R碑は人部分種字を伴わず，そこに|ﾘj

確な時衆としての信仰，宗|Ⅷl意識をI洗及とることが

できると思われる。真の名号で阿号を欠くものはil,ｹ

衆ないし浄上宗系として現段階でR解しておくのが

要､％とIll､ｵつれる。また，睡字をMうもの，就iMilHi

Ill]-の光|ﾘl立言紬衆仰に承らｵ'る阿りについては庶雌

｜｢i仰の襖合性が,沼められるのでないか。

2)Mill;にIHlfi1された時衆寺院を多く擁する'l¥f-の場

ii,11,f雅版碑は他の2Mにl上Lてきわめて少数であ

ること。m衆､v院がゼロの青森,1か､'iその秋Illの場

合、iiり碑，過去m.涛光､¥三蝉の分ｲII状況から仲

蝿深浦，｜･三．職崎比内鹿角，ｿ)鹿，雄勝地方に

郁地蚊や|鷺豪の外維による遊行の拠,1,1(が〃在したI

能性が椎,1111され,111イリ地方においてもその維然性が

,v;ii，とL，うこと。

3)ll.'i衆が北奥へ投透する汗峨として､F宏ｲ<以来の沖

1信仰，，岬光i曹旧仰の先縦流ilfがあI),さらに什地
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北奥における時衆板碑とそのA‘1辺

に勧ili'fされていた熊野'I'社の作fl言がﾉくぎかつたであ

ろうこと。時衆はこれら既存の信仰を拠点として予

想以上の速度をもって北奥の人心を収臆したかに恩

われること。いま一つの‘要|ﾉ患Iとして，移MM束武士

の中には水i'i地においてⅡ¥衆''1り環境の影群を蒙って

いたと考えられるのではないかということである。

1時蝋1mⅡ卿伝説が象徴するように北奥の地が得宗髄

化して付く過羅の中で時衆によって伝柵定ｲRされた

であろう文堂，豊能竿が様々の変奔を遂(-ドながらノド

’二|のM俗のMに潜ri:しているのでないかということ。

謝辞

本文をい:するに当P藤沢ll｣文11；館員でかつ遊行､'RR

物節研先iiでもあるiiilif修氏よOil､f衆過去雌．橘り等

につき懇鱒なるご救示をいただいたことに対し，まM

もって厚く間l礼iliRMRiま‐ﾘー 。

前秋Ill！i.立博物館災奈良修介先'if.111形ilMR化のA

lil好吉氏からは特に鱒光､1言三I1ﾂにつきUSな助｢計をL、

ただき感謝MLJ君げます。

雌外のlif縦に関し↑'MMMV:博物伽ilﾉ-I'i学災,淵代iik

矢邦向氏からはRf三にｵﾌた0ご好迩をいただき!『森

II,立郷止節のn職"，秀,dsiﾉI敏隆I,I,J氏にはm録「If森

ﾘi4の板碑」を介し、色々 おIll紙になった。

リ1.1ﾉ1筏料の,澗術に､Riルレl後町太Ill倫雌，拙「神lﾘ1祉

Mm秀俊,111利町II枝神化l､浜II1－の各M'i,ノレl後町

Iﾉq戯'iMIi崎降光，秋HliiMMJMf後藤'll厳、リRMi)-Mi

､R長谷川,裡光,SIを町,j<源､R嵯峨災宏の衿化職のご好

意をたまわった。また，秋Iliili時衆危t､m燃鈴雄化

職からもお世！活になった。

さらに鹿角ll)'処柵さんll務If〃と柳Ii沢jと衛氏,III利町

教育委員会iimjfli夫氏から所ｲi;街料につきご数′Iくいた

だいた。、ド鹿町iiililt'tM,hi友il'『久，島M後HiMilii崎隆興

鈴水俊ｿ)氏などﾘPi肘研'先門から現地調代の際，ご|〃ﾉJ

L,ただき・hi安寛,SB忠一、太Illfllﾉを（以止本館

職此）から擬料所ｲ|調介,MH脆亨について|〃ﾉﾉを〃た。

なお，本文脱陥後，鳥取ﾉ忘学の時雅文豊川'だ家であ

る金井(i'i光教授からご多忙Rにかかわら1MMI帳碓井

過去||鵬その他につL､ての数,j〈をllりったことに対u.イ蔦

兼であるがHﾉｰくお礼MRあげます。

註1

1粁手県の板碑については昭和36年PI「↑！IMM-史」

第3を一中世編一(~ト)でﾘ,1-1ﾉ1古碑群の項に所ｲlミー覧か

のる。銘文を柴成したものに太Ill紫太郎「汁RiMの

金ｲi志」洲下史学会糾Ⅱimmm年があり，，リ火真雄

には「f'i手県中litのイi塔婆」が同氏の!論文雌「洲手

の雁史1術柴」Ⅱ，中tit文化昭和54年に収録されて

いる。

2)M村良之進「陸奥.1,碑雌」陸奥史淡会Hiﾉ神112年

I'll(II,'MI148年復IMo)戊Ill彦栄「肖森ljRMi海岸の板

碑文化」東奥文化魂9．Ill合併号M'仰1133年な

どがある。ことに古碑喋は340堆中,R喫なものを図

示収録した労作であったが発行祁数オ〉ずか200irliで

あったためか,HIMIiii'i近の「板碑概!祝」に収録され

なかった｡

3)r-,与森ﾘilの板碑」，I,晶森'A(立郷士館洲介州̂ mm

lift'R2，PR("1158年

iMi真澄はぼうノ〈な!氾録のMでI-Mjﾐあるいは文章

炎｣Rで洲きとどめてし、る。深沢多『I)にはまとまった

ものとして「秋叶Mi碑場-jHi'MllS年がある。

5）奈良修介は「秋lll！,↓史」考占編.lilll;の項ではじめ

て余り,(的に集成L,その後「秋HIﾘ｢(の板碑」11RM

史考,1.･学諭喋2」昭fll43年，「板碑の総合川'先」地

域制Ni－秋Pi県などに発火してL､る。

6）坂〃『秀一細「板仰の総合研究」－地域細キHii房

Bg58年

7）‘11束真雌1打北榊Ufflに於ける時衆教|､ii(PInil観「珊

手の|縦史揃喋」Ⅱ’'1世文化昭fll54イド

8）金ル消光「時衆数Ij1の地j展|刑」束ﾉil淀術(1ｲ仰11

58年

註Ⅱ

1）「近世交通適跡分ｲI)調州略報」(熊野参術道とI子

社immm際教育委員会mmm年

2）人怖俊雄「時宗の成¥LとMi卜iia**ﾐ教ﾘ』fl〃だ雌

‘』ド1｣f川弘文節mmm年

3）秋HIM「秋lil県山一好i'i篇」昭和85ｲド,flii崎降興

「小ﾉﾋ‘氾録」(未PI

4)wm典澄「おがのあき風」

5）’'1眼真雄「時ポ系ｲi｣然喋」i'i-Rの|椛山,而喋II

6)ViRM立博物tliの!､'ﾉi'i学践調侭員ﾉ〈欠邦'i'i)氏によ

れば，水板碑はあるif-lifから｣liiiﾐ士hに｣il!められて
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磯村榊I次郎

いるとのことである。

7）青森ﾘｵ↓立郷土航「青森ﾘll-の板碑」lii'Rfll58年

8)f1束真雄「g-手県a､↑宗N什史」11,¥宗↑I手第1教|ベ

昭釆1158年

註Ⅲ

1)4吉Ili版善「時衆過去i鵬について」重要文化財

「時衆過去帳」所収Ii，f宗数勝部昭和44年

2）！'1束真雄前掲Ⅱ－5参雌

3）ノ<橋俊雄「一逓とII,↑求敬|､jl」雌'Iﾕ新書172敬育社

BSfD53年

5）地名の比定には吉IHlM'V「人II木地f',辞flI:」（奥

〉M篇）富lll房昭和47年復|:I。角川「II本地名火辞

典」5，秋Iliﾘ[1Ifi11155fF。平凡社｢秋11呪の地名」

mmsA年。「秋Ⅱlﾘ,1の｢PIM城跡」秋II叫文化Iｲ湖査

縦告第861;Mflise年。「大館市史」第1を（原始

～中世）昭蔽[154年「鹿(Oil)史」第1を（原始～中

世）昭和57年等を参考にした。

6），7）金井消光iiijftjI-8

8),9),10)F1東1mliifftlil-a

10）長沼贋海「||本源ii山研究」九大出版Miiim年

第二細ノ〈船1法奥『11,雌成による。

註Ⅳ

1川勝政太郎「西'二|本にむける善光寺式三蝉像を中

心として」史迩と美術40-7iWflmr,年。

2）倉lll文作「仏像のみかた｣<技法と表現〉第1法規

昭和49年

3）人橋俊雄前掲U－2

4)IB辺三郎助「善光､¥火三I'＃像作例所在別一I覧」｜晦I

華866mmm年

6)m東真雄「淵手の薄光､Mil米」前掲1－7所収

7）秋lil県内の辿例については八Ill好吉氏の洲侮があ

り「|作Mの善光』F式三I群」として詩趣会からII岬Ⅱ45

年PI行されている。｜司氏の調在所見も参考にした。

7），8）ノM後111)111代太Ill倫雄家1敗

（1）搾

一、雄勝郡Ill代村金宝HiiSl権現llin寺・ノ<道火'散6、

初Ill伝承pi候。民部守様御代・lil地八千刈{､l被悩候

其以後佐竹|||城守合。I'.'ii犬ｲj被|州'V雌有奉仔候。述

記無御陥候得ハ・典ハイ<''1上候。外二阿弥陀三群是

ハ'｣､野寺．Lも部守様御妹二lﾘl光Itさまとpi御尼之御

信心仏・依而当地二尼ケ沢とIp征処有之。延宝五年

二m北‘卜・有之書上仕ih候。迎記ハ無御l瓜|《候得共唐万

j今将IR之・（}中之御仏とpi伝候。イi御仏,と雄先年正

他'九|年､¥社・御奉行中川宮内様社唯御改二御皿御披

遊|暁節・御'1今味之上，天竺仏ニイII違無,と，善光寺,と

/.ill米二・I"1鉢成其旨別当iⅡ心↑MP様被仰波候。

イi之lliilll違無御I'iを候以上

明和三'2年九月廿四Ii
（2）｛高州善光＃『一鉢分身之阿弥陀All米

immw代付値金森天喜Ill聖'ﾘ}寺之・三MIM1浮懐金

鋳像好W輔太子阪依・仏n塁光化仏七恥門今在I京部

ﾉ'く・rfl'iltムク。

、1仲M､好"遠江守雅道公,と御妹・妙光尼と'､1:本尊也

・此度弥陀，観音，勢至之三尊御‘単為修悩・御免許披

仰'1･依とRl当所者於当寺・開iMihfMh候・御(,；心之Il'li

々御参i折可・被成候以上（・改行ｲﾘﾙ点推者）

lﾘl和六己Ii:天(59.8cm×31cm杉薄板）

10）文化庁職修「重要文化財」6彫刻IVfelB新聞

社，｜W和50年所収，金屈造No39銅造鍍金善光弓i式

三I吟:.'IMﾂ像高47.Ocm,脇侍衿36.4cm。

11Ⅱｲ|､II法人平野美術館の平野誠氏の教示による。

註V

1初代一iffには「－－代聖敬急なつきて」1片の筆跡

さえ仏存しておらないが，これこそ一ilillのn風を伝

えるものと蕊られている。

2Mi'f修「遊行・藤沢ifti上人御雌代系,群」時宗教

学部Mfll52年

3)IJMili脇本飯森柏木孝悦氏戯。絹水で長さ43.5cm

te'lficm,名号長さ25cmomm紀年の特り碑，善行寺

火三i沖:が世存するこの地で名り一fllが見いだされた

のは奇縁という外ないが,伝来経路についてはｲくIﾘ]。

4）小Mfill正雄一「新潟ﾘI.～砿ｲi板碑」｜拠碑の総合研

′先地域fi；房mmm年所収

5）ノ〈橘俊雄「日本宗教史史料の1滴|州迦一Ⅱ､f宗におけ

る他I1流の特り-ft文,'；研'fc(4i昭flll5年10月

6）ノ〈Hif:快「時宗のfIf」庶民信仰の源流MMII行

金ili{fll57年

7）吉川清「|昨衆阿弥数団の研究」池HliMi昭和

30年

8）が森ﾘt_「青森叩と」第1を所収新渡’「文11{：雌

MM,Ml;昭11146年

9）弘liliill教育委員会「弘前の文化財」IRMII57年及
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|上奥における時衆版碑とその)‘引辺

び同上註8所収の「津'IMR冒災考」を参H《・

10鹿角市「鹿角市史」第1を昭和57年

11大橋俊雄前掲註Ⅱ－2

12)曲Ill慶吉「伝説の鹿角」鹿角祁教育会昭和6年

13安村二郎r八幡平村のイi逃避物」上il洲第v>ナHR

和52年鹿町市文化財保遡ﾘﾙ会，拙稿,｢鹿角地方に

おける中世fl造遺物」秋HIM立博物館研究報告第3

号昭和53年鹿角市「鹿角ill史」第1巻参照。

14前掲註13)「鹿角市史」第1を参照

15)Wi¥真澄は「阿仁廼沢水」でこの碑をIxI示してい

る。菅K真澄全集第12巻イミ来社llfMll56年。種

-Rvam・延慶二年忌二ĵ m-iiii志者為過去松ｲi

殿，ノク予法界､F等利続と刻む。｛i質砂粁。

16「ｷ‘+手ﾘ̂ l_中世文言」上新渡psJĈ り̂̂ 1.文化

Mｲ調介報fR$7*1;-11|II35年

17)及川人渓「陸奥豪族の熊野結縁」東北の仏教l封

i'ipi行会il,'Mll48年

18）大館市「人航市史」第15;Hfl和54年

19金川i'i光「真数の遊行と11､f衆の鵬|H|」1耐賑'21－

8所収

20）「遊行派ｲ<芋帳」京部長楽榊畿金順i'j-光氏の教

示による。

21）彰考館戯「時宗本末帳｣(二)fl丁丁幕府「寺院本末

帳集成｣h牛院木末雌研究会柵lli'Mll56年

22）称'nnii修然「時宗の､̂ 」々Mfll55イド

23）リ)鹿ill脇本本郷下問I1'f太郎氏の数示による。

24）塩待UK叫細「中世の秋Ill」さきがけ新if2昭利

57年

25)MITﾘ,l-M世文書｣(中）所収東山細写水珊手

県文化Mｲ調尚報告第12(lillf(IiI38年

26）この懸仏3Hiiは昭和30年，秋illﾘ『(有形文化11ｲ指定

彫刻No.24,3nilとも木板に金刷51飯をかぶせ金ｲlilt

花噛，押出しの仏形をつけ-る。典阪銘にﾉ〈水7年5

月3IIとあるのは実際の奉懸年nnを恵味するもの

である｡）。(奈良修介「秋IllﾘI_の紀年辿物｣）

27）遠喋厳「､ド鹿郡の惣紬職をめぐって」秋Ill地方

史論雌Iii'(fll56年

28）二の錫杖はliMPiSO'R,MillﾘI.ｲj形虻化iiｲ指唾r

芸No.25．ミル､RM人乗|塊は脇雌HiﾉくIIj"のllllｲ<で↑『

人派。柵千一郷の祈願所であったか，この錫杖を残

してH味にあい過去帳，什物群は失われた。（真澄

「出の州羽路」平鹿13

29）「秋IH藩家蔵文書」秋Ⅱl県史資料古代中IRfti

ilｲｲ和86年No.783文It

30)'S;li:i武「東北'Mil;の修験道とその1肥料」東北文

化|〃先所紀要館4ilillfMll37年

31)及Ill大渓「奥羽の熊野信仰」前掲註V-17

32）「秋川県史資料」占代中世編昭和36年所収深

沢多ill柵「'｣､野寺氏研究礎料」－'j､野寺家系図

33）金j|菖清光｢真教の遊行と時衆の展開｣前掲排1－8

34)#111東吾「大II本地僑S¥書」第6巻坂東筋，昭

11147年下野都fiiirii林jrの項。

35)S谷ii耳前掲証V-24

36）「信濃史料」第4を，弘安2年8月項信膿史料

r-iiir会IMfll44年。及び米Ill一政「警光ma米。一

光三f?像と新善光､'l鷺につL､て」信濃10-8iSSas

年

37）「一睡聖絵」新修川本絵巻物全集第11巻角川

ftli'iilf(fll50年巻ハ:の刑FItによる。

38）I訓|東吾，前掲紬V-31姉崎粁蔵「鳥海Ill'史」

Mfll26イド

39）金川iI1『光「時衆文芸研究序説」前掲V-35所収

40）維灯庵「焚灯庵主迦涛̂ 1#｣(上）続群JF類従第17'i'ii

卜述歌部続群iiM従完成会昭和33年。イ<上甲

f三「椛灯庵主伝iu小汚」il本文学教顎12り，昭叩II

25ｲ|:12月。

41)「皿MIll光明寺mm兇」Ill形市史史料制AI最

上氏Rii係史料昭和48年「秋|Ⅱ県史衝料」i『代中世

Ai一所収No.809,818,824,825は椛灯I奄返梓Itに

「lilij年は彼Ill中にて過it侍し（今光Iﾘ}寺是なり）

とあるによって採録さitたものと思われるが，秋PI

の光|ﾘ1,'｢に非十。

42）惟灯l唯「徒灯庵|返稗ii」上前掲V-io象潟

のi%分を抄録すれば

海に戦て仏|乳lあI)。又li'iiあり。二の所をはIMIとい

ふそと|H1侍に､象潟となん'h件とこたへ，さてjに雌場

1桁て兇るに，僧坊なと盤をならへたるか。築地も崩

iil'iも個なとして,VMiいくひさしかとおほﾚ*･白

ル||に烏111}あｲ)，はる‐〆-～と歩過て#'I職を仲ｲ蕊為に，

脈にil量たる歌あり。ム々。

43）金此消光「時衆研'だの新街料について」mmi-

8 所 収

『
Ｊ
Ｉ

ｎ
／
“



磯村刺l次郎

44）’'1判町「illi-il町史」llfMll45'R

45）、|漉町醍醐|ﾘl沢金iliiMli社宮"iW原悦ﾘ)氏M

46）深沢多市柵「秋IⅡ叢書」鋪8%Hi'僻IIP年

47）金井清光前掲V-35

48）圭室文雄「遊行五十代快存上人のMMについて」

脈氏信仰の源流名著出版M11157年

49Mil真澄「nの出羽路」仙北11119菅M真澄乍唯

第8巻米来社昭和54年

5()）深沢多市「小野寺慌衰記」東洋It院llfMil54年

51)当麻派上人については藤沢『u文iidiiの尚Ⅲf修氏

のご教示による。

52）ノ卿‘{市「入館市史」第imm俗文化［芸；Ilill

fll56年西木村「西木村郷土i誰」Mfll55年秋Hlili

旭北寺町光Iﾘ11F縁起芋。

53）暇旧武「災雄と伝説」塙新mmnfiflisi年

54）人間Ili宣夫「鎌倉幕府と鍵iiniihij'I｣世奥判の世

界東人出版Ili'ifli53年

55）川添昭二「鎌倉文化」縦史新,if52教育社Mfli

53ｲ|品

56）広ｲ〈保「遊行的なるもの」L文学Hfiflino年

2月

57）秋lil魁新服祉文化(I,秋iliのW謡・芸能・文些

IIfiT=ll45'pル上隆Iﾘ］秋IP古典文学史Mfll54イド

歴史ⅨI1l沖|言

追記

本稿佼IE4",3Jii7n,iiiiiii忠-(本館災俗lfl*)i>-

Illﾉ1村数委の束符ケ.一，郷1-.化細纂宅'旗原忠雄沢11

久一郎3氏の|〃ﾉjを『¥て「ホトケの家」ことi.'.i橘作雄

氏'七におL､て‘幽陀縦その他を‘淵介してきた。ftIIIIﾘ『兇

によればつぎのとおりである。

(1)’笠陀雑は細木でMi,,卜縁を欠く玄M分のゑのMill

像で147.8cm,79.4cm、真のiRり1軸と靴である。

(2)その他，篭「｡．鉦．イく魚，堆立,ii羅，太妓．ルI-i

r・排維，’堕陀揃罪1!讃等すべて一具と考えらiiる。

(3)鉦の銘は「為牒根」「時,Mlモトーニ乙亥糊J111ﾘ」

とあり，金イi文筏料としてもi'i砿である。

概略は以｜怠のようであるが,ti.'i儒家街料は1－べて､R

111漫陀縦祁洗研先のs要な'ix料である。
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